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2050 年カーボンニュートラルの実現に向けて
再生可能エネルギーの拡大が期待される中、

主要な再生可能エネルギーの一つである太陽光発電と地域との共生は
一層重要な課題となっています。

林野庁では、太陽光発電を目的とした森林の開発の適正化に向けた
林地開発許可制度の見直しを進めており、

その内容について検討経緯とともに紹介します。

太陽光発電等に係る
林地開発許可制度の
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一般の民有林（右記以外）

保安林内作業許可
（知事権限）

1ha を超える場合
林地開発許可（知事権限）

1ha を超えない場合
伐採届（市町村長権限）

保安林

森林を保全する制度

● 林地開発許可の対象となる森林

地域森林計画の対象となる民有林（保安林を除く）

● 罰則

3年以下の懲役又は 300万円以下の罰金

● 林地開発許可の要件

都道府県知事は、申請が以下の４つの要件を満たしていると
認めるときは許可しなければならない

● 林地開発許可の対象となる開発行為

１haを超える土石の採掘や林地以外への転用などの土地の
形質の変更を行う開発行為

● 監督処分

○ 無許可開発や、申請と異なる内容での開発に対して、中止
　 命令や復旧命令の監督処分を実施
○ 監督処分に従わない場合は、告発や行政代執行を実施

保安林制度

災害の防止

林地開発許可制度

保安林の指定解除
（大臣又は知事権限）

開発行為により、周辺地域において土砂の流出又は崩壊そ
の他の災害を発生させるおそれがないこと

土工、法面保護の適切な実施や、排水施設等の防災施設の設置等

水害の防止 開発行為により、下流地域において水害を発生させるおそ
れがないこと

洪水調節池の適切な設置等

水の確保 開発行為により、周辺地域の水質・水量などに影響を与え、
水の確保に著しい支障を及ぼすおそれがないこと

貯水池や導水路の適切な設置等

環境の保全 開発行為により、周辺地域において環境を著しく悪化させ
るおそれがないこと

残置森林等の適切な配置

▼ 森林の保全と適正な利用に関する森林法の規制及び手続き

▼ 林地開発許可制度の概要

公益的機能の発揮が特に要請される森林について、森林法
に基づき保安林に指定し、立木の伐採や土地の形質の変更
等を規制。
規制に伴う損失補償や税制の優遇措置。

開発行為によって森林の機能が失われることによる災害の
防止等を図るため、保安林以外の民有林における開発行為
を規制。

１　
林
地
開
発
許
可
制
度
に
つ
い
て

森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
の
適
切
な
発
揮
を
確
保
す

る
た
め
、
森
林
法
に
お
い
て
は
、
保
安
林
制
度
や
林
地
開
発

許
可
制
度
等
に
よ
り
、
森
林
の
保
全
と
適
正
な
利
用
を
図
っ

て
い
ま
す
。
公
益
的
機
能
の
発
揮
が
特
に
要
請
さ
れ
る
森
林

に
つ
い
て
は
、
保
安
林
に
指
定
し
、
開
発
行
為
を
厳
し
く
規

制
す
る
一
方
で
、
保
安
林
以
外
の
民
有
林
に
お
け
る
開
発
行

為
に
つ
い
て
は
、
林
地
開
発
許
可
制
度
に
よ
り
、
一
定
規
模

以
上
の
開
発
行
為
に
つ
い
て
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
要
す

る
こ
と
と
し
て
規
制
し
て
い
ま
す
。

林
地
開
発
許
可
制
度
は
、
高
度
経
済
成
長
に
伴
う
都
市

化
の
進
展
等
を
背
景
と
し
て
、
無
秩
序
な
開
発
行
為
に
よ

っ
て
森
林
の
機
能
が
失
わ
れ
、
災
害
が
発
生
す
る
こ
と
な

ど
を
防
止
す
る
た
め
、
昭
和
49
年
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

制
度
創
設
時
に
お
い
て
、
土
砂
流
出
等
が
発
生
し
問
題
と

な
っ
た
開
発
事
例
の
全
国
的
な
実
態
を
踏
ま
え
、
特
に
１

ha
を
超
え
る
開
発
行
為
に
つ
い
て
、
許
可
の
対
象
と
し
て

い
ま
す
。

許
可
に
当
た
っ
て
は
、都
道
府
県
知
事
が「
災
害
の
防
止
」

「
水
害
の
防
止
」「
水
の
確
保
」「
環
境
の
保
全
」
の
４
つ
の

要
件
を
審
査
し
、
そ
れ
を
満
た
す
場
合
に
開
発
行
為
が
許

可
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
学
識
経
験
者
等
に
よ
り
構
成

さ
れ
る
都
道
府
県
森
林
審
議
会
や
、
関
係
市
町
村
長
の
意

２　
太
陽
光
発
電
に
係
る
林
地
開
発
許
可
基
準
に
関 

　
す
る
検
討
会

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
を
目
的
と
し
た
森
林
の
開
発

に
つ
い
て
は
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関

す
る
特
別
措
置
法
」（
平
成
23
年
法
律
等
108
号
）
に
基
づ
く

固
定
価
格
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
）
が
平
成
24
年
7
月
に

創
設
さ
れ
て
以
降
、
件
数
・
面
積
が
急
増
し
、
平
成
25
年
度

か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
累
計
で
は
、
件
数
で
約
１
万
３
千

件
、
面
積
で
約
１
万
９
千
ha
の
森
林
の
開
発
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
（
図
1
）。
こ
の
よ
う
な
中
、
森
林
へ
の
太
陽
光
発
電

設
備
の
導
入
に
際
し
て
各
地
で
災
害
や
景
観
等
へ
の
懸
念
が

高
ま
る
と
と
も
に
、
太
陽
光
発
電
と
地
域
と
の
共
生
の
た
め

の
規
制
等
に
つ
い
て
要
望
の
声
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
林
野
庁
で
は
、
令
和
元
年
12
月
に
有

識
者
検
討
会
を
開
催
し
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
を
目

的
と
し
た
開
発
の
特
殊
性
を
踏
ま
え
、
林
地
開
発
許
可
制

度
の
実
務
を
担
う
都
道
府
県
に
対
す
る
技
術
的
助
言
と
し

て
、
新
た
に
許
可
基
準
を
整
備
し
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
４
年
に
も
引
き
続
き
有
識
者
検
討
会
と
し

て
「
太
陽
光
発
電
に
係
る
林
地
開
発
許
可
基
準
に
関
す
る

検
討
会
」
を
開
催
し
、前
述
の
許
可
基
準
が
、一
定
の
期
間
、

都
道
府
県
に
お
い
て
実
際
に
運
用
さ
れ
た
状
況
に
基
づ
き

効
果
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
林
野
庁
が
行
っ
た
１
ha
以

見
も
聴
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
技
術
的
・
専
門
的
判
断
や

地
域
の
意
向
に
つ
い
て
も
考
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

無
許
可
開
発
や
違
反
行
為
に
対
し
て
は
、
都
道
府
県
知
事

が
中
止
命
令
や
復
旧
命
令
の
監
督
処
分
を
実
施
す
る
ほ
か
、

監
督
処
分
に
従
わ
な
い
場
合
は
告
発
さ
れ
、
罰
則
と
し
て

３
年
以
下
の
懲
役
又
は
3
0
0
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
さ

れ
ま
す
。

下
の
小
規
模
林
地
開
発
の
調
査
の
結
果
や
、
近
年
の
降
雨

形
態
の
変
化
等
、
最
新
の
状
況
も
踏
ま
え
有
識
者
に
よ
る

許
可
基
準
全
般
に
わ
た
る
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
同
年
６

月
に
は
中
間
と
り
ま
と
め
が
公
表
さ
れ
、
次
の
７
つ
の
論

点
に
つ
い
て
、
対
応
方
針
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

① 

令
和
元
年
に
整
備
し
た
許
可
基
準
等
の
効
果
検
証

② 

小
規
模
林
地
開
発
へ
の
対
応

③ 

開
発
規
模
の
一
体
性
の
判
断
に
関
す
る
整
理

④ 

降
雨
形
態
の
変
化
等
に
対
応
し
た
防
災
施
設
の
整
備

⑤ 

開
発
事
業
者
の
施
工
体
制
の
確
認

⑥ 

防
災
施
設
等
の
施
工
後
の
管
理

⑦ 

地
域
の
意
見
の
反
映
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検討の論点ととりまとめの概要

論点①：令和元年に整備した許可基準等の効果検証 
・太陽光許可基準については概ね効果的な内容であるが、細部の考え方を
整理 
・土工については盛土規制法の技術的基準の内容を参考として整理

論点②：小規模林地開発への対応 
・太陽光発電に係る林地開発については、規制規模（現行：１ha超）を
0.5ha超に引き下げ

論点③：開発規模の一体性の判断に関する整理
・実施主体、実施時期、実施箇所について、開発規模の一体性を判断する
ための目安を整理

論点④：降雨形態の変化等に対応した防災施設の整備 
・排水施設の断面の設計雨量強度（現行：10年確率）を、10年確率以上と
する方向で整理 
・洪水調節池の設計雨量強度（現行：30年確率）を、地域の状況に応じて
50年確率にできる方向で整理 
・山地災害危険地区上流域等で開発行為を計画する場合、えん堤整備等
対応策の検討を実施

論点⑤：開発事業者の施工体制の確認 
・防災施設を先行して設置するための資力 ・信用、能力について着工前
に確認
・防災施設の設置の先行実施を徹底することなどを許可の条件として整理

論点⑥：防災施設等の施工後の管理 
・緑化等について、施工後の一定期間、植生の状態を確認するため経過観
察を実施 
・転用後の周辺地域への土砂流出等の防止を図るため、防災施設の維持
管理や豪雨時の巡視等を事業者による管理の中に位置付けられるよう、
関係省庁と連携した取組を強化

論点⑦：地域の意見の反映 
・森林法に基づく市町村長の意見聴取について、プロセスや聴取事項を明
確化
・地域の合意形成等の促進を目的とした法制度等を活用して地域の意見
を林地開発に反映させるなど、関係省庁の制度間の連携を強化

図 1　太陽光発電設備の設置を目的とした林地の開発行為の推移　

▼ 太陽光発電に係る林地開発許可基準に関する検討会の中間とりまとめ概要
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「1ha 以下」は、各年度に提出された伐採届のうち、転用目的が太陽光である件数又は面積（H25 に
は H24.7 ～ H25.3 含む）。
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１　
林
地
開
発
許
可
制
度
に
つ
い
て

森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
の
適
切
な
発
揮
を
確
保
す

る
た
め
、
森
林
法
に
お
い
て
は
、
保
安
林
制
度
や
林
地
開
発

許
可
制
度
等
に
よ
り
、
森
林
の
保
全
と
適
正
な
利
用
を
図
っ

て
い
ま
す
。
公
益
的
機
能
の
発
揮
が
特
に
要
請
さ
れ
る
森
林

に
つ
い
て
は
、
保
安
林
に
指
定
し
、
開
発
行
為
を
厳
し
く
規

制
す
る
一
方
で
、
保
安
林
以
外
の
民
有
林
に
お
け
る
開
発
行

為
に
つ
い
て
は
、
林
地
開
発
許
可
制
度
に
よ
り
、
一
定
規
模

以
上
の
開
発
行
為
に
つ
い
て
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
要
す

る
こ
と
と
し
て
規
制
し
て
い
ま
す
。

林
地
開
発
許
可
制
度
は
、
高
度
経
済
成
長
に
伴
う
都
市

化
の
進
展
等
を
背
景
と
し
て
、
無
秩
序
な
開
発
行
為
に
よ

っ
て
森
林
の
機
能
が
失
わ
れ
、
災
害
が
発
生
す
る
こ
と
な

ど
を
防
止
す
る
た
め
、
昭
和
49
年
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

制
度
創
設
時
に
お
い
て
、
土
砂
流
出
等
が
発
生
し
問
題
と

な
っ
た
開
発
事
例
の
全
国
的
な
実
態
を
踏
ま
え
、
特
に
１

ha
を
超
え
る
開
発
行
為
に
つ
い
て
、
許
可
の
対
象
と
し
て

い
ま
す
。

許
可
に
当
た
っ
て
は
、都
道
府
県
知
事
が「
災
害
の
防
止
」

「
水
害
の
防
止
」「
水
の
確
保
」「
環
境
の
保
全
」
の
４
つ
の

要
件
を
審
査
し
、
そ
れ
を
満
た
す
場
合
に
開
発
行
為
が
許

可
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
学
識
経
験
者
等
に
よ
り
構
成

さ
れ
る
都
道
府
県
森
林
審
議
会
や
、
関
係
市
町
村
長
の
意

２　
太
陽
光
発
電
に
係
る
林
地
開
発
許
可
基
準
に
関 

　
す
る
検
討
会

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
を
目
的
と
し
た
森
林
の
開
発

に
つ
い
て
は
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関

す
る
特
別
措
置
法
」（
平
成
23
年
法
律
等
108
号
）
に
基
づ
く

固
定
価
格
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
）
が
平
成
24
年
7
月
に

創
設
さ
れ
て
以
降
、
件
数
・
面
積
が
急
増
し
、
平
成
25
年
度

か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
累
計
で
は
、
件
数
で
約
１
万
３
千

件
、
面
積
で
約
１
万
９
千
ha
の
森
林
の
開
発
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
（
図
1
）。
こ
の
よ
う
な
中
、
森
林
へ
の
太
陽
光
発
電

設
備
の
導
入
に
際
し
て
各
地
で
災
害
や
景
観
等
へ
の
懸
念
が

高
ま
る
と
と
も
に
、
太
陽
光
発
電
と
地
域
と
の
共
生
の
た
め

の
規
制
等
に
つ
い
て
要
望
の
声
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
林
野
庁
で
は
、
令
和
元
年
12
月
に
有

識
者
検
討
会
を
開
催
し
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
を
目

的
と
し
た
開
発
の
特
殊
性
を
踏
ま
え
、
林
地
開
発
許
可
制

度
の
実
務
を
担
う
都
道
府
県
に
対
す
る
技
術
的
助
言
と
し

て
、
新
た
に
許
可
基
準
を
整
備
し
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
４
年
に
も
引
き
続
き
有
識
者
検
討
会
と
し

て
「
太
陽
光
発
電
に
係
る
林
地
開
発
許
可
基
準
に
関
す
る

検
討
会
」
を
開
催
し
、前
述
の
許
可
基
準
が
、一
定
の
期
間
、

都
道
府
県
に
お
い
て
実
際
に
運
用
さ
れ
た
状
況
に
基
づ
き

効
果
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
林
野
庁
が
行
っ
た
１
ha
以

見
も
聴
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
技
術
的
・
専
門
的
判
断
や

地
域
の
意
向
に
つ
い
て
も
考
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

無
許
可
開
発
や
違
反
行
為
に
対
し
て
は
、
都
道
府
県
知
事

が
中
止
命
令
や
復
旧
命
令
の
監
督
処
分
を
実
施
す
る
ほ
か
、

監
督
処
分
に
従
わ
な
い
場
合
は
告
発
さ
れ
、
罰
則
と
し
て

３
年
以
下
の
懲
役
又
は
3
0
0
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
さ

れ
ま
す
。

下
の
小
規
模
林
地
開
発
の
調
査
の
結
果
や
、
近
年
の
降
雨

形
態
の
変
化
等
、
最
新
の
状
況
も
踏
ま
え
有
識
者
に
よ
る

許
可
基
準
全
般
に
わ
た
る
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
同
年
６

月
に
は
中
間
と
り
ま
と
め
が
公
表
さ
れ
、
次
の
７
つ
の
論

点
に
つ
い
て
、
対
応
方
針
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

① 

令
和
元
年
に
整
備
し
た
許
可
基
準
等
の
効
果
検
証

② 

小
規
模
林
地
開
発
へ
の
対
応

③ 

開
発
規
模
の
一
体
性
の
判
断
に
関
す
る
整
理

④ 

降
雨
形
態
の
変
化
等
に
対
応
し
た
防
災
施
設
の
整
備

⑤ 

開
発
事
業
者
の
施
工
体
制
の
確
認

⑥ 

防
災
施
設
等
の
施
工
後
の
管
理

⑦ 

地
域
の
意
見
の
反
映
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太陽光発電等に係る林地開発許可制度の見直しについて



３　
太
陽
光
発
電
に
係
る
林
地
開
発
許
可
の
面
積
基

　
準
の
見
直
し

検
討
会
で
は
、
都
道
府
県
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
基

づ
き
、
平
成
25
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
の
１
ha
以
下
の
小

規
模
林
地
開
発
に
つ
い
て
、
事
業
地
周
辺
に
土
砂
流
出
等

が
発
生
し
た
事
例
を
分
析
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
土
砂

流
出
等
が
発
生
し
た
事
例
を
開
発
の
目
的
別
に
ま
と
め
る

と
、
約
７
割
が
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
を
目
的
と
す
る

開
発
で
し
た
（
図
2
）。

こ
れ
ら
の
土
砂
流
出
等
の
発
生
傾
向
を
も
と
に
、
太
陽
光

発
電
を
目
的
と
し
た
開
発
と
そ
の
他
の
目
的
の
開
発
に
分

け
、
面
積
規
模
ご
と
の
土
砂
流
出
等
の
発
生
割
合
を
試
算
し

ま
し
た
。
試
算
の
結
果
、
い
ず
れ
の
目
的
に
お
い
て
も
、
面

積
規
模
が
拡
大
し
て
い
く
に
従
っ
て
、
土
砂
流
出
等
の
発
生

割
合
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
太
陽
光
発
電
を
目
的
と
し

た
開
発
で
は
、
そ
の
他
の
目
的
の
開
発
と
比
べ
て
そ
の
発
生

割
合
の
増
加
率
が
高
い
こ
と
が
試
算
さ
れ
ま
し
た
（
図
3
）。

試
算
結
果
を
踏
ま
え
、
太
陽
光
発
電
を
目
的
と
し
た
開

発
に
つ
い
て
面
積
基
準
を
引
き
下
げ
る
べ
き
か
検
討
さ
れ
、

そ
の
結
果
、
太
陽
光
発
電
を
目
的
と
し
た
開
発
と
、
そ
の

他
の
目
的
の
開
発
に
お
け
る
土
砂
流
出
等
の
発
生
割
合
を

同
等
程
度
と
す
る
た
め
に
は
、
面
積
基
準
を
引
き
下
げ
る

べ
き
と
さ
れ
ま
し
た
。
太
陽
光
発
電
を
目
的
と
し
た
開
発

４　
林
地
開
発
許
可
基
準
等
の
見
直
し

検
討
会
に
お
い
て
示
さ
れ
た
論
点
の
う
ち
、
防
災
施
設

を
設
置
す
る
た
め
に
必
要
な
資
力
・
信
用
・
能
力
を
確
認
す

る
た
め
に
必
要
な
書
類
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
９
月
に
森

林
法
施
行
規
則
を
改
正
し
、
定
め
た
ほ
か
、
そ
の
他
の
許
可

基
準
等
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
に
対
す
る
技
術
的
助
言
と

し
て
、
令
和
4
年
11
月
に
通
知
を
発
出
し
ま
し
た
。

通
知
で
は
、
開
発
行
為
が
分
割
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
面

積
基
準
を
下
回
る
よ
う
な
事
例
に
対
処
す
る
た
め
、
開
発

行
為
の
一
体
性
の
判
断
の
目
安
に
つ
い
て
明
確
化
す
る
と

と
も
に
、
短
時
間
豪
雨
の
頻
度
が
増
加
す
る
な
ど
雨
の
降

り
方
が
極
端
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
よ
り
強
い

雨
量
強
度
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
防
災
施
設
の
基
準
や
、

開
発
行
為
の
施
工
中
の
土
砂
流
出
等
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、

主
要
な
防
災
施
設
を
先
行
し
て
設
置
す
る
ま
で
の
間
は
他

の
開
発
行
為
を
制
限
す
る
こ
と
を
許
可
の
条
件
に
付
す
こ

と
な
ど
を
示
し
て
い
ま
す

５　
お
わ
り
に

　
我
が
国
の
森
林
は
、
国
土
保
全
や
水
源
涵
養
な
ど
の
恩

恵
を
広
く
国
民
に
も
た
ら
す
「
緑
の
社
会
資
本
」
で
す
。

そ
れ
と
同
時
に
、
地
球
規
模
の
課
題
で
あ
る
気
候
変
動
問

題
の
解
決
に
向
け
、
太
陽
光
発
電
を
は
じ
め
と
し
た
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
も
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も

に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
の
目
的
で
１
ha
の
開
発
を
行
っ
た

場
合
と
同
等
の
土
砂
流
出
等
の
発
生
割
合
と
な
る
よ
う
な

面
積
が
、
約
0
・
57 

ha
と
試
算
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ

以
上
の
規
模
の
開
発
に
つ
い
て
災
害
の
防
止
等
の
措
置
が

取
ら
れ
る
よ
う
、
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、
許
可
を
要

す
る
面
積
基
準
を
0
・
5
ha
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る

と
の
提
言
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
検
討
経
緯
を
経
て
、
令
和
４
年
９
月
に
森
林

法
施
行
令
を
改
正
し
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
を
目
的

と
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
0
・
5
ha
を
超
え
る
も
の
に
つ

い
て
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
要
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

の
で
す
。

林
野
庁
で
は
、
今
回
の
林
地
開
発
許
可
制
度
の
見
直
し

に
よ
る
森
林
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
の
開
発
の
適
正
化
及

び
森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
の
維
持
を
通
じ
、
こ
れ
ら

の
両
立
に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
す
。
引
き
続
き
、
他

省
庁
と
も
連
携
し
つ
つ
、
都
道
府
県
が
着
実
に
制
度
を
執

行
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■太陽光発電設備　

■残土処分場の設置

■土砂の採取　

■建設残土埋立後、資材置場　

■盛土造成

■農地の造成（残土の処分）

■果樹園の設置　

■未施工の無立木地

■宅地の造成　

■土捨場及び資材置場　

■駐車場の設置　　
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表１ 小規模林地開発の土砂流出等発生状況（平成25年度～令和元年度）

図2　小規模林地開発の目的別の土砂流出等発生状況
      （平成25年度～令和元年度）

（出典：林野庁業務資料）

１ 「伐採届」は、市町村に提出された伐採届のうち転用に係るものを集計。太陽光発電に係る件数及び面積に
ついては、平成24年7月～平成25年3月のものを含む。

２ 「土砂流出等発生」は、平成25年度から29年度については平成30年に、平成30年度は令和元年に、令和元
年度は令和２年度に、都道府県林務部局に聞き取り。

３ 「土砂流出等発生」のうち２件については面積不明。

 

  

 

 

 

 

 
 

 
  

 
 
 

 
 
 

 
 

  
 
 
 

 
 
 

 
 

    

（注）

（出典：林野庁「令和２年度 流域山地災害対策調査（小規模林地開発行為に係る実態把握）委託事業報告書」
（令和3年3月））をもとに作成）

小規模林地開発（C）
（伐採届に対する
比率：B/A）

小規模林地開発全体に
対する太陽光発電の

比率：D/C

うち太陽光発電に係る
小規模林地開発（D)
（伐採届に対する
比率：B/A）

伐採届
（A）

件数

59,897 14,069 39
(0.07%)

25.73
(0.18%)

9,196 3,564 27
(0.29%)

18.83
(0.53%)

15.4% 25.3% 69.2% 73.2%

面積
（ha） 件数 面積

（ha）

土砂流出等発生
（B）

69.2％5.1％

5.1％

2.6％
2.6％
2.6％
2.6％
2.6％
2.6％

2.6％
2.6％

n=39

図3　小規模林地開発の目的別（太陽光発電・その他）の土砂流出等
　　  の発生割合と面積との関係

y = 0.003e4.9744x 

y = 0.0412e4.1009x 
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太陽光発電 

太陽光発電 
以外の開発 

面積（ha） 

 

0.57ha  
【太陽光発電以外の開発と同水準となる面積(試算)】



３　
太
陽
光
発
電
に
係
る
林
地
開
発
許
可
の
面
積
基

　
準
の
見
直
し

検
討
会
で
は
、
都
道
府
県
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
基

づ
き
、
平
成
25
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
の
１
ha
以
下
の
小

規
模
林
地
開
発
に
つ
い
て
、
事
業
地
周
辺
に
土
砂
流
出
等

が
発
生
し
た
事
例
を
分
析
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
土
砂

流
出
等
が
発
生
し
た
事
例
を
開
発
の
目
的
別
に
ま
と
め
る

と
、
約
７
割
が
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
を
目
的
と
す
る

開
発
で
し
た
（
図
2
）。

こ
れ
ら
の
土
砂
流
出
等
の
発
生
傾
向
を
も
と
に
、
太
陽
光

発
電
を
目
的
と
し
た
開
発
と
そ
の
他
の
目
的
の
開
発
に
分

け
、
面
積
規
模
ご
と
の
土
砂
流
出
等
の
発
生
割
合
を
試
算
し

ま
し
た
。
試
算
の
結
果
、
い
ず
れ
の
目
的
に
お
い
て
も
、
面

積
規
模
が
拡
大
し
て
い
く
に
従
っ
て
、
土
砂
流
出
等
の
発
生

割
合
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
太
陽
光
発
電
を
目
的
と
し

た
開
発
で
は
、
そ
の
他
の
目
的
の
開
発
と
比
べ
て
そ
の
発
生

割
合
の
増
加
率
が
高
い
こ
と
が
試
算
さ
れ
ま
し
た
（
図
3
）。

試
算
結
果
を
踏
ま
え
、
太
陽
光
発
電
を
目
的
と
し
た
開

発
に
つ
い
て
面
積
基
準
を
引
き
下
げ
る
べ
き
か
検
討
さ
れ
、

そ
の
結
果
、
太
陽
光
発
電
を
目
的
と
し
た
開
発
と
、
そ
の

他
の
目
的
の
開
発
に
お
け
る
土
砂
流
出
等
の
発
生
割
合
を

同
等
程
度
と
す
る
た
め
に
は
、
一
定
程
度
、
面
積
基
準
を

引
き
下
げ
る
べ
き
と
さ
れ
ま
し
た
。
太
陽
光
発
電
を
目
的

４　
林
地
開
発
許
可
基
準
等
の
見
直
し

検
討
会
に
お
い
て
示
さ
れ
た
論
点
の
う
ち
、
防
災
施
設

を
設
置
す
る
た
め
に
必
要
な
資
力
・
信
用
・
能
力
を
確
認
す

る
た
め
に
必
要
な
書
類
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
９
月
に
森

林
法
施
行
規
則
を
改
正
し
、
定
め
た
ほ
か
、
そ
の
他
の
許
可

基
準
等
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
に
対
す
る
技
術
的
助
言
と

し
て
、
令
和
4
年
11
月
に
通
知
を
発
出
し
ま
し
た
。

通
知
で
は
、
開
発
行
為
が
分
割
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
面

積
基
準
を
下
回
る
よ
う
な
事
例
に
対
処
す
る
た
め
、
開
発

行
為
の
一
体
性
の
判
断
の
目
安
に
つ
い
て
明
確
化
す
る
と

と
も
に
、
短
時
間
豪
雨
の
頻
度
が
増
加
す
る
な
ど
雨
の
降

り
方
が
極
端
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
よ
り
強
い

雨
量
強
度
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
防
災
施
設
の
基
準
や
、

開
発
行
為
の
施
工
中
の
土
砂
流
出
等
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、

主
要
な
防
災
施
設
を
先
行
し
て
設
置
す
る
ま
で
の
間
は
他

の
開
発
行
為
を
制
限
す
る
こ
と
を
許
可
の
条
件
に
付
す
こ

と
な
ど
を
示
し
て
い
ま
す

５　
お
わ
り
に

　
我
が
国
の
森
林
は
、
国
土
保
全
や
水
源
涵
養
な
ど
の
恩

恵
を
広
く
国
民
に
も
た
ら
す
「
緑
の
社
会
資
本
」
で
す
。

そ
れ
と
同
時
に
、
地
球
規
模
の
課
題
で
あ
る
気
候
変
動
問

題
の
解
決
に
向
け
、
太
陽
光
発
電
を
は
じ
め
と
し
た
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
も
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も

と
し
た
開
発
に
つ
い
て
、
そ
の
他
の
目
的
で
１
ha
の
開
発

を
行
っ
た
場
合
と
同
等
の
土
砂
流
出
等
の
発
生
割
合
と
な

る
よ
う
な
面
積
は
、約
0・57 

ha
と
試
算
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

そ
れ
以
上
の
規
模
の
開
発
に
つ
い
て
災
害
の
防
止
等
の
措

置
が
取
ら
れ
る
よ
う
、
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、
許
可

を
要
す
る
面
積
基
準
を
0
・
5
ha
と
す
る
こ
と
が
適
当
で

あ
る
と
の
提
言
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
検
討
経
緯
を
経
て
、
令
和
４
年
９
月
に
森
林

法
施
行
令
を
改
正
し
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
を
目
的

と
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
0
・
5
ha
を
超
え
る
も
の
に
つ

い
て
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
要
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

の
で
す
。

林
野
庁
で
は
、
今
回
の
林
地
開
発
許
可
制
度
の
見
直
し

に
よ
る
森
林
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
の
開
発
の
適
正
化
及

び
森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
の
維
持
を
通
じ
、
こ
れ
ら

の
両
立
に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
す
。
引
き
続
き
、
他

省
庁
と
も
連
携
し
つ
つ
、
都
道
府
県
が
着
実
に
制
度
を
執

行
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
太
陽
光
発
電
に
係
る
林
地
開
発
許
可
基
準
に
関
す
る
検

討
会
」
の
経
過
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
林
野
庁
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/j/ti-
san/tisan/con_4.htm

l

7 2022.12 No.189 林野

▼ 林地開発許可制度の見直しの概要

森林法施行令及び施行規則等の主な改正内容

通知において新たに示す主な内容

　太陽光発電設備の設置
を目的とした土地の形質
変更を行う場合、0.5ha
を超えるものについて許
可の対象として追加。

　許可を受けようとする
者に対し、防災措置を行
うために必要な資力・信
用、能力を有することを
証する書類を添付するこ
とを義務付け。

・周辺に人家等の保全対象が
ある場合、排水施設の断面の設
計雨量強度について、20～30
年確率を採用することとする。
・河川等の管理者が必要と認
める場合、洪水調節池の設計
雨量強度について50年確率を
採用できることとする。
・山地災害危険地区上流域等
で開発行為を計画する場合、え
ん堤等の対応策を措置するこ
とを明確化。

開発規模の一体性の判断に関する整理
 ・実施主体、実施時期、実施箇所のそれぞれについて、
開発規模の一体性を判断するための考え方を明確化。

降雨形態の変化等に対応した防災施設の整備

開発事業者の施工体制の確認 
 ・資力・信用、能力のそれぞれについて、具体的に提出
を求める書類を例示。 
 ・主要な防災施設を先行設置し、設置が完了し確認が終
わるまでは他の開発行為を行わないことなどを許可に付
す条件として例示。

防災施設等の施工後の管理
 ・緑化措置について、植生が定着しないおそれがある場合、
一定期間の経過観察を行った上で完了確認を行うことが
できることとする。
 ・完了確認後の周辺地域への土砂流出等の防止を図るた
め、計画書の内容に防災施設の維持管理方法を位置づけ。

地域の意見の反映
 ・森林法に基づく市町村長の意見聴取について、意見へ
の対応方法を示すとともに、様式を例示し聴取事項を明
確化。
 ・太陽光発電設備の設置を目的とした開発については、
必要に応じ地域の合意形成等の促進を目的とした法制度
等の活用を促すこととする。

改正前の主な内容

改正前の主な内容

　地域森林計画対象民有林
（保安林を除く）において、
1ha を超える土地の形質
変更を行う場合、都道府県
知事の許可が必要。

　許可を受けようとする
者は、申請書に位置図、
区域図、計画書等を添付
して申請。

・排水施設の断面の設計
雨量強度
   ：10 年確率

・洪水調節池の設計雨量
強度
   ：30 年確率

・土砂流出により下流に災
害が発生するおそれがあ
る場合、えん堤等の対
応策を措置。

太陽光発電等に係る林地開発許可制度の見直しについて



現役フォレストワーカーによるトークショー 現役フォレストワーカーによる相談

都道府県相談ブース キャリアアップの道のりを紹介したパネルや
安全装備等の展示コーナー

　
10
月
22
日
（
土
）、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

森
林
・
林
業
に
関
心
を
持
つ
新
卒
・
転
職
・
就
職

氷
河
期
世
代
の
方
々
を
対
象
に
し
た
就
業
相
談
会

「
森
林
の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
森
林
の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス
」は
、「
緑
の
雇
用
」

事
業（
林
野
庁
補
助
事
業
）の
実
施
主
体
で
あ
る
全

国
森
林
組
合
連
合
会
が
、
森
林
・
林
業
へ
の
就
業

に
関
心
を
持
つ
方
を
対
象
に
行
っ
て
い
る
相
談
会

で
す
。
平
成
15
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
緑
の
雇

用
」
事
業
で
は
、
新
規
就
業
者
が
安
全
で
効
率
的

な
作
業
を
習
得
す
る
た
め
の
研
修
を
行
っ
て
お

り
、
事
業
を
通
じ
て
就
業
し
た
方
が
新
規
就
業
者

全
体
の
約
２
割
を
占
め
る
な
ど
、
林
業
へ
の
新
規

就
業
者
数
の
増
加
に
大
い
に
貢
献
し
て
お
り
、
若

年
者
率
の
上
昇
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
９
月
に
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
た
の

を
皮
切
り
に
、
大
阪
・
東
京
・
福
岡
で
順
次
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
就
業
先
の
都
道
府
県

ご
と
に
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
現
地
で
の
生
活
や

林
業
に
関
す
る
情
報
、
就
業
ま
で
の
流
れ
に
つ
い

て
の
説
明
や
相
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

林業就業の流れ
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森
林
の
仕
事

ガ
イ
ダ
ン
ス

森
林
の
仕
事

ガ
イ
ダ
ン
ス

も
　
　
り

も
　
　
り

就業までの道のり 緑の雇用

就職活動

就
職

林業体験・林業講習会等

就業前

就業の相談
就業体験・
ガイダンスで

林業について知る

各都道府県の林業労働力
確保支援センターが実施する
林業就業の基礎知識・実地講習

林業現場見学

STEP
01 1～3年目

トライアル
雇用

林業作業士研修
（フォレストワーカー）

約3ヶ月の
短期就業

一人前の
現場技能者になる
能力を身につける

STEP
04 5年以上

現場管理
責任者研修

（フォレストリーダー）

各現場を
管理する作業班長
などを育成

STEP
05 10年以上

統括現場管理
責任者研修
（フォレスト  
マネージャー）
複数の現場の
統括管理者を

育成

STEP
06

STEP
 04’

STEP
02

STEP
03林業に関するボランティア・

アルバイト経験
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京
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フ
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・
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を
持
つ
新
卒
・
転
職
・
就
職

氷
河
期
世
代
の
方
々
を
対
象
に
し
た
就
業
相
談
会

「
森
林
の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
森
林
の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス
」は
、「
緑
の
雇
用
」

事
業（
林
野
庁
補
助
事
業
）の
実
施
主
体
で
あ
る
全

国
森
林
組
合
連
合
会
が
、
森
林
・
林
業
へ
の
就
業

に
関
心
を
持
つ
方
を
対
象
に
行
っ
て
い
る
相
談
会

で
す
。
平
成
15
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
緑
の
雇

用
」
事
業
で
は
、
新
規
就
業
者
が
安
全
で
効
率
的

な
作
業
を
習
得
す
る
た
め
の
研
修
を
行
っ
て
お

り
、
事
業
を
通
じ
て
就
業
し
た
方
が
新
規
就
業
者

全
体
の
約
２
割
を
占
め
る
な
ど
、
林
業
へ
の
新
規

就
業
者
数
の
増
加
に
大
い
に
貢
献
し
て
お
り
、
若

年
者
率
の
上
昇
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
９
月
に
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
た
の

を
皮
切
り
に
、
大
阪
・
東
京
・
福
岡
で
順
次
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
就
業
先
の
都
道
府
県

ご
と
に
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
現
地
で
の
生
活
や

林
業
に
関
す
る
情
報
、
就
業
ま
で
の
流
れ
に
つ
い

て
の
説
明
や
相
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　大学生の頃、狩猟やジビエに関心があり、地方での就職を考えました。大学３年生の時に
参加したUIJターンの講座で、マタギ発祥の地が秋田県の阿仁だと聞き、３泊４日の体験移
住を経験し、マタギの伝統文化に触れながら暮らせる秋田県での就職を目指しました。
　現在まで、主に下刈や地拵え、植栽といった造林作業に従事しています。自分の植えた木
を伐るのは次の世代の人になるので、次の世代のことを考えて良い森を作っていくという

ことがやりがいだと感じています。体力や技術的な部分に不安を感じるかもしれませんが、仕事をしていれば必
ず身に付くものなので、一番大事なやる気さえあれば心配しなくて大丈夫です。

○オンライン相談
　「緑の雇用」RINGYO.NETのオンライン
相談のページにある、申込フォームからご
希望する都道府県の相談窓口に相談の申
し込みができます。是非、ご活用ください。

https://www.ringyou.net/online/#top

○エリアガイダンス
　今後も一部の地域で都道府県単位のガイ
ダンスを開催する予定です。こちらにも是
非ご参加ください。

https://www.ringyou.net/area_guidance/

　私は、林業の世界を全く知り
ませんでしたが、たまたま地元
で行われていた日本伐木チャン
ピオンシップの大会を目の当た
りにし、チェーンソーで木を伐

っている姿がかっこよく、自分でもやってみたいと
思いました。そんな時、県森連に勤めていた知人が林
業の会社を設立すると聞き、チャンスだと思って転
職しました。
　実際にチェーンソーを操作して、伐倒の際に一本
一本の木と向き合っていろいろ考えながら作業する
ことにやりがいを感じています。
　林業は、危険な行動・行為をしない限り、危険な仕
事ではないと思います。最近では、高性能林業機械の
導入も進んでいるので、男女問わず働けるような環
境になってきていると思います。

　私は、趣味が山歩きで、富山
県朝日町の朝日岳に登った時
に、北アルプスの美しい自然環
境に魅了されました。自然豊か
な地域での生活や仕事に憧れを

持ち、移住をするなら、林業をやりたいと思って
いました。ネットで地域おこし協力隊や移住を検
索していたところ、朝日町で林業という形で協力
隊の募集をしていたのを見つけ、応募しました。
　林業は公共性の高い仕事であると思います。造
林、素材生産以外にも沢山の事業があり、それら
を通じて地域活性化に貢献できると考えています。
　移住についても特別なこととは思わず、隣町に
引っ越すぐらいの感覚でも良いと思います。大切
なのは自分のペースで生活の幅を広げていくこと
です。

河原木　良太さん (秋田県 )

岡田　望さん (青森県 ) 瀬川　大輔さん (富山県 )
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先輩フォレストワーカーから一言先輩フォレストワーカーから一言



渡邊定元氏（静岡県富士宮市）

　農林水産祭は、国民の皆さんに農林水産業と食に対する認識を深めていただくために、農林水産省と公益
財団法人日本農林漁業振興会が共催し、昭和37年から実施しているもので、今年で61回目となります。
　農林水産祭では、過去１年間の農林水産祭参加表彰行事において農林水産大臣賞を受賞された方々の中か
ら、天皇杯、内閣総理大臣賞及び日本農林漁業振興会会長賞を選考し、表彰を行っています。
　今回、林産部門では59の出品財を対象に審査を行い、天皇杯に渡邊定元氏（静岡県富士宮市）、内閣総理大
臣賞に長倉良守氏（宮崎県宮崎市）、日本農林漁業振興会会長賞に穴井里奈氏（熊本県阿蘇郡南小国町）が選
出されましたので、それぞれの選賞概要について紹介します。

　
渡
邊
定
元
氏
は
、農
林
水
産
省
職
員
や
東
京
大
学
教
授
等

を
経
て
、定
年
退
職
後
、株
式
会
社
白
糸
植
物
園
を
設
立
し
、

以
後
28
年
間
、そ
れ
ま
で
の
自
身
の
研
究
成
果
を
活
か
し
た

「
持
続
的
経
営
林
づ
く
り
」を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、将
来
木
の
候
補
の
成
長
の
妨
げ
と
な
る
準
優
占

木
を
間
伐
対
象
と
し
た
中
層
間
伐
と
、そ
れ
に
よ
る
同
齢
択

伐
林
施
業
に
よ
り
、
継
続
的
に
収
益
を
得
な
が
ら
、
林
齢

1
5
0
年
生
で
1
0
0
本
／
ha
の
優
良
木
が
1
千
万
円
／

ha
の
資
産
価
値
を
持
つ
高
収
益
林
を
造
成
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
大
型
フ
ォ
ワ
ー
ダ
走
行
を
可
能

と
し
た
幹
線
作
業
道
を
は
じ
め
、強
度
の
降
雨
に
耐
え
う
る

防
災
水
源
涵
養
路
網
の
整
備
に
よ
り
、生
産
性
の
高
い
作
業

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
時
点

で
、
富
士
山
南
麓
域
１

千
ha
余
の
森
林
所
有
者

と
森
林
経
営
受
託
契
約

を
結
び
、
森
林
経
営
計

画
を
作
成
し
て
持
続
的

経
営
林
づ
く
り
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま

で
に
数
千
万
円
の
間
伐

収
益
を
所
有
者
に
還
元

し
て
き
ま
し
た
。

天
皇
杯

渡
邊
定
元
氏　
（
静
岡
県
富
士
宮
市
）

〜
継
続
的
な
収
益
と
１
５
０
年
後
に
高
資
産
価
値
林
を

生
み
出
す
持
続
的
経
営
林
づ
く
り
〜

　農林水産祭は、国民の皆さんに農林水産業と食に対する認識を深めていただくために、農林水産省と公益
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第61回農林水産祭が
開催されました



実りのフェスティバル実りのフェスティバル実りのフェスティバル実りのフェスティバル が開催されました
　11月11日（金曜日）、12日（土曜日）の2日間、第61回農林水産祭「実りのフェスティバル」が、池袋サンシャイン
シティ（東京都豊島区）で３年ぶりに開催されました。会場では、天皇杯等の受賞者の紹介のほか、特産物の展示・
即売会、農林水産業に関する特徴ある技術が展示され、多くの来場者で終日賑わいました。
　林野庁は、「木づかい運動でウッド・チェン
ジ！」をテーマに、木造の高層建築物など建
築物における木材利用に関する最近の動き
についてパネルで紹介するとともに、ウッドデ
ザイン賞を受賞した木の食器やストローなど
身近な木製品を展示しました。来場者の皆さ
んには、木製品の美しさや木の香りを感じて
いただけたものと思います。

長倉良守氏（宮崎県宮崎市）

　
長
倉
良
守
氏
は
、
父
か
ら
家
業
の
苗
畑
等
を
継
承
後
、

株
式
会
社
長
倉
樹
苗
園
を
設
立
し
ま
し
た
。令
和
３
年
度

は
裸
苗
65
万
本
、
コ
ン
テ
ナ
苗
16
万
本
、
紙
製
ポ
ッ
ト
苗

5
万
本
の
ス
ギ
の
林
業
苗
木
を
生
産
し
、宮
崎
県
内
ス
ギ

苗
木
需
要
の
16
％
を
賄
っ
て
い
ま
す
。

　
穂
木
を
自
己
調
達
す
る
以
外
に
森
林
組
合
等
と
連
携

し
て
品
種
の
明
確
な
穂
木
を
大
量
に
調
達
す
る
仕
組
み

を
つ
く
り
、毎
年
百
万
本
程
度
の
安
定
し
た
挿
し
付
け
を

行
う
と
と
も
に
、
夏
場
の
冷
蔵
貯
蔵
技
術
や
、
培
土
を
使

わ
ず
穂
木
を
発
根
さ
せ
る
「
空
中
挿
し
木
法
」
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、年
間
を
通
し
た
コ
ン
テ
ナ
用
穂
木
の
挿

し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、紙
製
ポ
ッ
ト
を
出
荷
規
格
外
の
裸
苗
に
使
用
す

る
こ
と
で
高
い
得
苗

率
を
確
保
す
る
こ
と

や
、
背
負
い
式
コ
ン
テ

ナ
苗
用
植
栽
機
「
ほ
る

ほ
る
く
ん
」
実
用
化
へ

の
共
同
開
発
に
取
り

組
む
な
ど
、
斬
新
な
発

想
に
よ
る
新
た
な
技

術
開
発
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

穴井里奈氏（熊本県阿蘇郡南小国町）

　
穴
井
里
奈
氏
は
、平
成
23
年
に
夫
の
家
業
承
継
の
た
め

南
小
国
町
へ
移
住
し
、小
国
杉
の
歴
史
や
南
小
国
の
自
然

に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。家
業
の
製
材
の
傍
ら
、
夫
婦
で

応
募
し
た
「
小
国
杉
を
使
っ
た
ア
ロ
マ
ビ
ジ
ネ
ス
」
が
平

成
27
年
に
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
、こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、平
成
28
年
、株
式
会
社

Ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｑ
ｕ
ｅ
を
設
立
し
、小
国
杉
を
使
用
し
た
ア
ロ

マ
オ
イ
ル
や
家
具
の
企
画
・
製
作
・
販
売
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。

　
独
学
で
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル
の
抽
出
を
行
う
と

と
も
に
、国
内
外
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
と
協
働
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
独
自
性
の
あ
る
多
彩
な
商
品
の
製
造
・
販
売
を

行
っ
て
い
ま
す
。従
来
の
林
産
物
の
イ
メ
ー
ジ
を
刷
新
す

る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
、

抜
群
の
美
的
セ
ン
ス

で
小
国
杉
の
魅
力
を

国
内
外
に
発
信
す
る

と
と
も
に
、
地
元
観
光

地
と
の
連
携
事
業
に

よ
り
南
小
国
町
へ
の

集
客
に
も
大
き
く
貢

献
し
て
い
ま
す
。

内
閣
総
理
大
臣
賞

長
倉
良
守
氏
　（
宮
崎
県
宮
崎
市
）

〜
斬
新
な
発
想
に
よ
る
技
術
開
発
と

　
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
構
築
に
よ
る
苗
木
生
産
〜

穴
井
里
奈
氏
　（
熊
本
県
阿
蘇
郡
南
小
国
町
）

〜
多
彩
な
商
品
開
発
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り

　
国
内
外
へ
小
国
杉
の
魅
力
を
発
信
〜

日
本
農
林
漁
業
振
興
会
会
長
賞



岩
手
県
遠
野
市

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
取
組

     

〜
地
球
を
潤
す
森
林
環
境
保
全
へ
の
プ
ロ
セ
ス
〜

木
材
利
用
の
促
進
を
通
じ
て

「
循
環
型
林
産
業
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
を
目
指
し
ま
す
！

Vol.
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シリーズ
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1　
は
じ
め
に

岩
手
県
遠
野
市
は
、
県
の
南
東
部
に
位

置
し
、
人
口
約
2
万
５
千
人
、
農
業
を
中

心
と
し
た
1
次
産
業
が
盛
ん
な
町
で
す
。

本
市
は
、
森
林
率
が
82
％
に
上
る
県
内

屈
指
の
森
林
自
治
体
で
す
。
森
林
の
内
訳

は
、
国
有
林
が
約
2
8
，
8
0
0
ha
（
約

43
％
）
で
、
県
有
林
、
市
有
林
、
私
有
林

を
合
わ
せ
た
民
有
林
が
約
3
8
，
8
0
0

ha
（
約
57
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
豊
か
な
森
林
資
源
を
有
効

活
用
し
、
地
域
の
木
材
を
地
域
で
加
工
す

る
「
循
環
型
林
産
業
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築

を
目
指
し
て
、
平
成
15
年
ま
で
に
、
林
業

構
造
改
善
事
業
の
活
用
に
よ
り
、「
遠
野

地
域
木
材
総
合
供
給
モ
デ
ル
基
地
」（
通

称
：
遠
野
木
工
団
地
）
を
整
備
し
ま
し
た
。

遠
野
木
工
団
地
は
、
市
内
青
笹
町
に
あ
る

市
有
地
約
28 

ha
を
造
成
し
た
も
の
で
、
完

ま
し
た
。
令
和
３
年
３
月
に
は
、
森
林
が

も
た
ら
す
多
く
の
恩
恵
を
後
世
に
継
承

し
、
本
市
の
林
業
及
び
木
材
産
業
の
持
続

的
か
つ
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
、「
遠

野
市
ふ
る
さ
と
の
森
を
育
み
木
と
暮
ら
す

ま
ち
条
例
」
を
制
定
し
、
森
林
資
源
の
適

切
な
管
理
や
更
な
る
遠
野
産
材
の
利
用
の

促
進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
決

意
し
ま
し
た
。

条
例
の
理
念
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
の

森
林
資
源
管
理
や
木
材
利
用
に
加
え
、
更

な
る
市
産
木
材
の
利
用
な
ど
を
進
め
て
い

ま
す
。

ま
た
、
令
和
元
年
度
か
ら
は
、
森
林
環

境
譲
与
税
を
活
用
し
て
、
森
林
整
備
の
取

組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
遠
野
木
工
団
地

と
連
携
し
た
木
製
品
の
制
作
展
示
等
の
取

組
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

 

３　
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用  

　

    

し
た
取
組

令
和
元
年
度
に
譲
与
が
始
ま
っ
た
森
林

環
境
譲
与
税
に
は
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
遠
野
木
工
団

地
の
事
業
体
等
関
係
者
と
の
意
見
交
換
を

重
ね
た
上
で
、
木
材
利
用
を
通
じ
た
森
林

整
備
の
促
進
に
向
け
て
、
譲
与
税
を
原
資

と
し
て
幅
広
い
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
森
林
経
営
管
理
制
度

の
取
組
を
は
じ
め
、
森
林
の
育
成
、
小
中

学
校
の
木
製
机
・
イ
ス
の
更
新
、
木
製
品

の
試
作
展
示
、
市
産
木
材
利
用
に
よ
る
住

宅
建
設
等
へ
の
補
助
な
ど
の
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

▲遠野木工団地

　

 

４　
今
後
の
展
開

木
材
利
用
を
通
じ
た
森
林
整
備
の
促
進

と
並
行
し
て
、
市
内
で
は
、
木
工
団
地
の

事
業
体
を
主
体
と
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
「
森
林
の
再
生
を
考
え
る
会
」
が
組

織
化
さ
れ
、
木
材
の
高
次
加
工
や
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
再
構
築
な
ど
の
取
組
に
つ

い
て
、
定
期
的
に
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま

木
製
製
品
制
作
展
示
実
証
事
業

（
令
和
３
年
度
決
算
額
：
９
７
３
千
円
）

「
木
製
品
の
試
作
展
示
」
で
は
、
一
つ

の
木
製
品
を
対
象
に
、
市
産
木
材
を
活
用

し
て
木
工
団
地
内
で
制
作
を
完
結
さ
せ
る

試
み
を
始
め
ま
し
た
。

本
事
業
に
よ
り
令
和
３
年
度
に
制
作
し

た
木
製
衝
立
「
と
り
の
す
☆
ぱ
ー
て
ー
し

ょ
ん
」
は
、
遠
野
市
役
所
に
展
示
さ
れ
た

鳥
の
巣
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の
で
、
県

主
催
の
「
木
材
利
用
優
良
施
設
等
コ
ン
ク

ー
ル
」
木
製
品
部
門
で
知
事
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

成
ま
で
に
約
10
年
の
期
間
と
約
78
億
円
の

事
業
費
を
費
や
し
ま
し
た
。
同
団
地
の
建

設
は
、
本
市
の
林
産
業
を
左
右
す
る
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
、
一
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
し
た
。

同
団
地
に
は
、
地
元
森
林
組
合
、
製
材

工
場
、
集
成
材
工
場
、
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
、

家
具
・
木
製
建
具
工
場
、
住
宅
建
設
業
、

職
業
訓
練
協
会
な
ど
、
川
上
か
ら
川
下
ま

で
の
一
連
の
事
業
体
が
集
積
し
て
、
木
材

の
生
産
か
ら
木
製
品
の
高
次
加
工
ま
で
行

っ
て
い
ま
す
。

　

 

２　
森
林
環
境
保
全
と
木
材
利  

　
　

 

用
促
進
へ
の
思
い

本
市
で
は
、
遠
野
木
工
団
地
の
整
備
等

を
通
じ
て
、
豊
富
な
森
林
資
源
の
有
効
活

用
や
木
材
産
業
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
き

森
林
環
境
譲
与
税
（
令
和
３
年
度
譲
与

額
：
６
７
，
１
４
５
千
円
）
を
活
用
し
た

主
な
取
組
と
し
て
、
以
下
の
事
業
を
紹
介

し
ま
す
。

森
林
資
源
航
空
計
測
委
託
事
業
・
森
林
集

約
化
意
向
調
査
業
務

（
令
和
３
年
度
決
算
額
：
２
１
，
４
０
６  

　
千
円
）

当
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
森
林
経
営
計
画

等
に
基
づ
く
森
林
整
備
を
支
援
し
て
き
ま

し
た
が
、
未
整
備
森
林
の
解
消
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
未
整
備

森
林
の
箇
所
や
現
況
を
把
握
す
る
た
め
、

令
和
元
年
度
に
森
林
資
源
航
空
計
測
を
実

施
し
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
か
ら
は
、
本

計
測
の
解
析
結
果
に
基
づ
き
、
森
林
整
備

を
行
う
必
要
性
の
あ
る
所
有
者
に
対
す
る

意
向
調
査
を
実
施
し
て
ま
す
。

す
。
例
え
ば
、
地
元
工
務
店
の
人
材
不
足

を
踏
ま
え
、
建
築
現
場
で
の
施
工
等
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
遠
野
木
工
団
地
の

事
業
者
の
協
業
に
よ
る
「
部
材
の
ユ
ニ
ッ

ト
化
（
壁
材
に
あ
ら
か
じ
め
断
熱
材
を
組

み
込
む
等
）」
が
検
討
さ
れ
る
な
ど
、
官

民
一
体
と
な
っ
た
取
組
が
一
層
広
が
っ
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
木
材
利
用
拡
大
に
資

す
る
技
術
開
発
等
に
も
、
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

引
き
続
き
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用

も
含
め
、市
、遠
野
木
工
団
地
、建
築
士
会
、

岩
手
県
、
森
林
管
理
署
、
林
業
事
業
体
な

ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

循
環
型
林
産
業
シ
ス
テ
ム
を
実
現
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
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1　
は
じ
め
に

岩
手
県
遠
野
市
は
、
県
の
南
東
部
に
位

置
し
、
人
口
約
2
万
５
千
人
、
農
業
を
中

心
と
し
た
1
次
産
業
が
盛
ん
な
町
で
す
。

本
市
は
、
森
林
率
が
82
％
に
上
る
県
内

屈
指
の
森
林
自
治
体
で
す
。
森
林
の
内
訳

は
、
国
有
林
が
約
2
8
，
8
0
0
ha
（
約

43
％
）
で
、
県
有
林
、
市
有
林
、
私
有
林

を
合
わ
せ
た
民
有
林
が
約
3
8
，
8
0
0

ha
（
約
57
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
豊
か
な
森
林
資
源
を
有
効

活
用
し
、
地
域
の
木
材
を
地
域
で
加
工
す

る
「
循
環
型
林
産
業
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築

を
目
指
し
て
、
平
成
15
年
ま
で
に
、
林
業

構
造
改
善
事
業
の
活
用
に
よ
り
、「
遠
野

地
域
木
材
総
合
供
給
モ
デ
ル
基
地
」（
通

称
：
遠
野
木
工
団
地
）
を
整
備
し
ま
し
た
。

遠
野
木
工
団
地
は
、
市
内
青
笹
町
に
あ
る

市
有
地
約
28 

ha
を
造
成
し
た
も
の
で
、
完

ま
し
た
。
令
和
３
年
３
月
に
は
、
森
林
が

も
た
ら
す
多
く
の
恩
恵
を
後
世
に
継
承

し
、
本
市
の
林
業
及
び
木
材
産
業
の
持
続

的
か
つ
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
、「
遠

野
市
ふ
る
さ
と
の
森
を
育
み
木
と
暮
ら
す

ま
ち
条
例
」
を
制
定
し
、
森
林
資
源
の
適

切
な
管
理
や
更
な
る
遠
野
産
材
の
利
用
の

促
進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
決

意
し
ま
し
た
。

条
例
の
理
念
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
の

森
林
資
源
管
理
や
木
材
利
用
に
加
え
、
更

な
る
市
産
木
材
の
利
用
な
ど
を
進
め
て
い

ま
す
。

ま
た
、
令
和
元
年
度
か
ら
は
、
森
林
環

境
譲
与
税
を
活
用
し
て
、
森
林
整
備
の
取

組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
遠
野
木
工
団
地

と
連
携
し
た
木
製
品
の
制
作
展
示
等
の
取

組
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

 

３　
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用  

　

    

し
た
取
組

令
和
元
年
度
に
譲
与
が
始
ま
っ
た
森
林

環
境
譲
与
税
に
は
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
遠
野
木
工
団

地
の
事
業
体
等
関
係
者
と
の
意
見
交
換
を

重
ね
た
上
で
、
木
材
利
用
を
通
じ
た
森
林

整
備
の
促
進
に
向
け
て
、
譲
与
税
を
原
資

と
し
て
幅
広
い
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
森
林
経
営
管
理
制
度

の
取
組
を
は
じ
め
、
森
林
の
育
成
、
小
中

学
校
の
木
製
机
・
イ
ス
の
更
新
、
木
製
品

の
試
作
展
示
、
市
産
木
材
利
用
に
よ
る
住

宅
建
設
等
へ
の
補
助
な
ど
の
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

 

４　
今
後
の
展
開

木
材
利
用
を
通
じ
た
森
林
整
備
の
促
進

と
並
行
し
て
、
市
内
で
は
、
木
工
団
地
の

事
業
体
を
主
体
と
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
「
森
林
の
再
生
を
考
え
る
会
」
が
組

織
化
さ
れ
、
木
材
の
高
次
加
工
や
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
再
構
築
な
ど
の
取
組
に
つ

い
て
、
定
期
的
に
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま

木
製
製
品
制
作
展
示
実
証
事
業

（
令
和
３
年
度
決
算
額
：
９
７
３
千
円
）

「
木
製
品
の
試
作
展
示
」
で
は
、
一
つ

の
木
製
品
を
対
象
に
、
市
産
木
材
を
活
用

し
て
木
工
団
地
内
で
制
作
を
完
結
さ
せ
る

試
み
を
始
め
ま
し
た
。

本
事
業
に
よ
り
令
和
３
年
度
に
制
作
し

た
木
製
衝
立
「
と
り
の
す
☆
ぱ
ー
て
ー
し

ょ
ん
」
は
、
遠
野
市
役
所
に
展
示
さ
れ
た

鳥
の
巣
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の
で
、
県

主
催
の
「
木
材
利
用
優
良
施
設
等
コ
ン
ク

ー
ル
」
木
製
品
部
門
で
知
事
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

成
ま
で
に
約
10
年
の
期
間
と
約
78
億
円
の

事
業
費
を
費
や
し
ま
し
た
。
同
団
地
の
建

設
は
、
本
市
の
林
産
業
を
左
右
す
る
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
、
一
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
し
た
。

同
団
地
に
は
、
地
元
森
林
組
合
、
製
材

工
場
、
集
成
材
工
場
、
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
、

家
具
・
木
製
建
具
工
場
、
住
宅
建
設
業
、

職
業
訓
練
協
会
な
ど
、
川
上
か
ら
川
下
ま

で
の
一
連
の
事
業
体
が
集
積
し
て
、
木
材

の
生
産
か
ら
木
製
品
の
高
次
加
工
ま
で
行

っ
て
い
ま
す
。

　

 

２　
森
林
環
境
保
全
と
木
材
利  

　
　

 

用
促
進
へ
の
思
い

本
市
で
は
、
遠
野
木
工
団
地
の
整
備
等

を
通
じ
て
、
豊
富
な
森
林
資
源
の
有
効
活

用
や
木
材
産
業
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
き

▲とりのす☆ぱーてーしょん

事業名

森林資源航空計測委託事業 意向調査に向けて正確な森林情報を得るための航空レーザー計測の実施

森林集約化意向調査業務 森林整備を促進するための森林所有者への意向調査の実施

間伐や間伐材の搬出などの森林整備の促進

遠野市森林愛護少年団育成協議会及び
遠野市緑化祭実行委員会負担金 緑化祭の開催など市民への森林・林業の意義の普及啓発

快適薪ストーブ購入助成事業 林地残材の有効活用

市内小中学校机・イス導入事業 市内の小中学校の机・イスの導入

林地残材利用促進事業 市内の木質バイオマスボイラーへの林地残材による燃料供給

木製製品制作展示実証事業

市産木材利用補助事業

遠野木工団地と連携した新たな木製品の制作展示及び販売

住宅分野等への市産木材利用の促進

事業の目的等

森林づくり支援事業
も り

表　遠野市における森林環境譲与税を活用した事業一覧

▲木製椅子・机

▲森林集約化意向調査（座談会形式）

も
り

森
林
環
境
譲
与
税
（
令
和
３
年
度
譲
与

額
：
６
７
，
１
４
５
千
円
）
を
活
用
し
た

主
な
取
組
と
し
て
、
以
下
の
事
業
を
紹
介

し
ま
す
。

森
林
資
源
航
空
計
測
委
託
事
業
・
森
林
集

約
化
意
向
調
査
業
務

（
令
和
３
年
度
決
算
額
：
２
１
，
４
０
６  

　
千
円
）

当
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
森
林
経
営
計
画

等
に
基
づ
く
森
林
整
備
を
支
援
し
て
き
ま

し
た
が
、
未
整
備
森
林
の
解
消
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
未
整
備

森
林
の
箇
所
や
現
況
を
把
握
す
る
た
め
、

令
和
元
年
度
に
森
林
資
源
航
空
計
測
を
実

施
し
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
か
ら
は
、
本

計
測
の
解
析
結
果
に
基
づ
き
、
森
林
整
備

を
行
う
必
要
性
の
あ
る
所
有
者
に
対
す
る

意
向
調
査
を
実
施
し
て
ま
す
。

す
。
例
え
ば
、
地
元
工
務
店
の
人
材
不
足

を
踏
ま
え
、
建
築
現
場
で
の
施
工
等
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
遠
野
木
工
団
地
の

事
業
者
の
協
業
に
よ
る
「
部
材
の
ユ
ニ
ッ

ト
化
（
壁
材
に
あ
ら
か
じ
め
断
熱
材
を
組

み
込
む
等
）」
が
検
討
さ
れ
る
な
ど
、
官

民
一
体
と
な
っ
た
取
組
が
一
層
広
が
っ
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
木
材
利
用
拡
大
に
資

す
る
技
術
開
発
等
に
も
、
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

引
き
続
き
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用

も
含
め
、市
、遠
野
木
工
団
地
、建
築
士
会
、

岩
手
県
、
森
林
管
理
署
、
林
業
事
業
体
な

ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

循
環
型
林
産
業
シ
ス
テ
ム
を
実
現
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。



日本の林業遺産を知ろう

図１　伐木の情景

かわ　うら　やま　  ご　  よう　ぼく　  お　  きり　だし　 え      ず

川浦山御用木御伐出絵図
群馬県吾妻環境森林事務所  小島　正

　
　
浦
山
御
用
木
御
伐
出
絵
図
」（
以

　
　
　
下
「
絵
図
」）
は
、1
8
3
4
（
天

保
５
）
年
に
、
江
戸
城
再
建
の
建
築
材
料

を
生
産
・
輸
送
す
る
た
め
、
群
馬
県
高
崎

市
倉
渕
町
地
内
で
行
わ
れ
た
巨
木
の
伐
採

か
ら
、
河
川
を
利
用
し
た
木
材
搬
出
ま
で

の
一
連
の
作
業
が
、
彩
色
豊
か
に
描
か
れ

た
絵
巻
物
（
幅
30
㎝
、
長
さ
10
m
）
で
、

地
域
の
林
業
技
術
の
発
達
史
上
貴
重
な
資

料
で
す
。
2
0
2
1
年
５
月
に
林
業
遺
産

に
認
定
さ
れ
、
絵
図
の
登
録
と
し
て
は
木

曽
式
伐
木
運
材
図
会
（
2
0
1
6
年
）
に

続
き
２
例
目
に
な
り
ま
す
。

絵
図
の
複
製
品
及
び
そ
の
デ
ジ
タ
ル
画

像
が
高
崎
市
役
所
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
許
可
を
得
て
紹
介
し
ま
す
。
絵
図

の
各
情
景
に
は
説
明
が
な
い
た
め
、
市
川

八
十
夫
（
1
9
7
1
年
倉
淵
村
林
業
史
、

倉
渕
村
）
な
ど
の
説
明
に
、
筆
者
の
見
解

を
加
え
て
解
説
し
ま
す
。

伐
採
事
業
が
行
わ
れ
た
川
浦
山
は
、
利

根
川
支
流
烏
川
の
源
流
地
域
で
、
古
く
か

ら
ケ
ヤ
キ
の
木
を
伐
る
と
角
落
山
の
天
狗

様
の
祟
り
が
あ
る
と
恐
れ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
ケ
ヤ
キ
が
数
多
く
残
さ

れ
て
お
り
、
1
7
1
6
年
の
調
査
で
目
廻

り
一
丈
（
幹
回
り
約
3
m
）
以
上
の
ケ
ヤ

キ
が
1
2
6
本
あ
っ
た
と
の
記
録
が
あ
り

ま
す
。
川
浦
山
の
一
部
区
域（
県
有
林
内
）

に
は
、
つ
い
25
年
前
ま
で
当
時
の
鬱
蒼
と

し
た
森
林
を
偲
ば
せ
る
通
直
な
ケ
ヤ
キ
が

残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
地
域
は
中
山
道
の
脇
街
道
（
信
州

街
道
）
と
し
て
、
信
州
と
商
品
の
流
通
が

あ
り
、
伐
木
・
造
材
な
ど
の
職
人
も
、
木

曽
や
岐
阜
県
の
飛
騨
方
面
か
ら
呼
び
寄
せ

て
い
ま
し
た
。

　
　
図
の
伐
木
の
方
法
は
、「
三
ツ
紐

　
　
　
伐
り
」
で
す
（
図
１
）。
木
の
幹

に
三
方
向
か
ら
斧
を
入
れ
、
三
箇
所
に
弦

（
つ
る
）
を
残
し
た
上
で
、
最
後
に
そ
の

う
ち
の
一
つ
を
断
ち
（
追
弦
）、
伐
倒
す

る
方
法
で
す
。
図
１
の
左
側
で
は
、
伐
倒

す
る
前
に
斧
で
掘
っ
た
穴
に
火
を
入
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
を
「
焼
伐
法
」
と
い
い

ま
す
。
加
熱
す
る
こ
と
に
よ
り
、
弦
の
部

分
の
強
度
を
低
下
さ
せ
、
木
が
割
れ
る
の

を
防
い
で
い
る
も
の
と
筆
者
は
解
釈
し
て

い
ま
す
。現
在
、家
の
柱
や
梁
に
は
、ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
、
マ
ツ
な
ど
の
針
葉
樹
が
利
用
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
状
況
で
す
が
、
江
戸
時

代
に
は
、
ケ
ヤ
キ
が
、
梁
、
柱
、
床
板
、

土
台
な
ど
、
幅
広
い
用
途
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
　
中
で
丸
太
を
角
材
に
す
る
過
程
も

　
　
　
描
か
れ
て
い
ま
す
（
図
２
）。
丸

太
の
曲
が
り
を
見
極
め
て
中
心
線
を
決
め

た
後
、
墨
掛
を
し
て
、
ノ
コ
ギ
リ
で
は
な

く
、
刃
広
斧
で
丸
太
の
両
側
を
削
り
平
坦

（
角
取
り
）に
し
ま
す
。角
材
に
し
た
後
は
、

所
有
者
を
示
す
刻
印
を
彫
り
込
み
ま
す
。

角
材
の
先
が
台
形
に
な
っ
て
い
る
の
は
、

頭
巾
と
い
い
、
河
川
で
の
輸
送
中
の
損
傷

を
防
ぐ
た
め
の
も
の
で
す
。

当
時
、
大
き
く
て
重
い
木
材
を
運
ぶ
に

は
大
変
な
労
働
力
が
必
要
で
し
た
。
こ
の

た
め
、
山
の
斜
面
に
「
桟
手
」
と
い
う
装

置
を
架
設
し
、
底
に
は
板
や
枝
な
ど
を
敷

き
、
両
側
に
防
材
を
設
け
、
木
材
を
滑
ら

せ
て
運
搬
し
ま
し
た
（
図
３
）。
設
置
す

る
勾
配
に
よ
り
、
構
造
が
異
な
り
、
図
３

の
右
側
が
普
通
に
見
ら
れ
る
野
良
桟
手
、

左
側
が
緩
傾
斜
面
に
設
置
さ
れ
る
丹
波
桟

手
で
す
。
木
材
の
速
度
を
落
と
す
の
に
路

面
に
砂
を
敷
き
、
速
度
を
上
げ
る
の
に
水

林業
遺産
林

を
か
け
る
な
ど
の
工
夫
も
し
て
い
ま
し
た
。

当
時
、
木
材
を
河
川
に
流
し
て
運
び
ま

し
た
（
図
４
）
が
、
水
量
が
不
足
し
て
い

た
場
合
は
、
木
材
で
堰
を
つ
く
り
水
面
を

上
昇
さ
せ
て
運
び
ま
し
た
。
ま
た
、
一
時

的
に
水
門
を
開
き
、
多
量
の
木
材
を
流
す

方
法
も
あ
り
ま
し
た
。
水
中
に
貯
木
す
る

こ
と
に
よ
り
、
木
材
の
乾
燥
に
よ
る
割
れ

を
防
ぐ
こ
と
も
期
待
で
き
ま
し
た
。

　
　
川
を
運
搬
さ
れ
た
木
材
は
、
烏
川

　
　
　
か
ら
利
根
川
に
合
流
し
た
五
料
河

岸
付
近
で
筏
に
組
ま
れ
、
江
戸
猿
江
御
材

木
蔵
（
現
在
は
東
京
都
江
東
区　
猿
江
恩

賜
公
園
）
に
運
ば
れ
ま
し
た
。
江
戸
ま
で

の
所
要
日
数
は
５
日
程
度
で
、
1
9
2
6

年
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
図
は
、
群
馬
県
の
林
業
の
歴
史
を

　
　
　
紐
解
く
上
で
貴
重
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
そ
の
存
在
を
知
る
人
が
少
な
い

状
況
で
し
た
。
林
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た

こ
と
が
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
、
森
林
・
林
業

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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「
川

平成10年に川浦山で
伐採されたケヤキ
（樹高30ｍ
  胸高直径89cm
 樹齢推定205年）

つ
の
お
ち
や
ま

三ツ紐伐り焼伐法 みつひもきり

「残したい三ツ紐伐り　杣の枝」坂巻俊彦
（1988 年）から引用し一部加工



　
　
浦
山
御
用
木
御
伐
出
絵
図
」（
以

　
　
　
下
「
絵
図
」）
は
、1
8
3
4
（
天

保
５
）
年
に
、
江
戸
城
再
建
の
建
築
材
料

を
生
産
・
輸
送
す
る
た
め
、
群
馬
県
高
崎

市
倉
渕
町
地
内
で
行
わ
れ
た
巨
木
の
伐
採

か
ら
、
河
川
を
利
用
し
た
木
材
搬
出
ま
で

の
一
連
の
作
業
が
、
彩
色
豊
か
に
描
か
れ

た
絵
巻
物
（
幅
30
㎝
、
長
さ
10
m
）
で
、

地
域
の
林
業
技
術
の
発
達
史
上
貴
重
な
資

料
で
す
。
2
0
2
1
年
５
月
に
林
業
遺
産

に
認
定
さ
れ
、
絵
図
の
登
録
と
し
て
は
木

曽
式
伐
木
運
材
図
会
（
2
0
1
6
年
）
に

続
き
２
例
目
に
な
り
ま
す
。

絵
図
の
複
製
品
及
び
そ
の
デ
ジ
タ
ル
画

像
が
高
崎
市
役
所
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
許
可
を
得
て
紹
介
し
ま
す
。
絵
図

の
各
情
景
に
は
説
明
が
な
い
た
め
、
市
川

八
十
夫
（
1
9
7
1
年
倉
淵
村
林
業
史
、

倉
渕
村
）
な
ど
の
説
明
に
、
筆
者
の
見
解

を
加
え
て
解
説
し
ま
す
。

伐
採
事
業
が
行
わ
れ
た
川
浦
山
は
、
利

根
川
支
流
烏
川
の
源
流
地
域
で
、
古
く
か

ら
ケ
ヤ
キ
の
木
を
伐
る
と
角
落
山
の
天
狗

様
の
祟
り
が
あ
る
と
恐
れ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
ケ
ヤ
キ
が
数
多
く
残
さ

れ
て
お
り
、
1
7
1
6
年
の
調
査
で
目
廻

り
一
丈
（
幹
回
り
約
3
m
）
以
上
の
ケ
ヤ

キ
が
1
2
6
本
あ
っ
た
と
の
記
録
が
あ
り

ま
す
。
川
浦
山
の
一
部
区
域（
県
有
林
内
）

に
は
、
つ
い
25
年
前
ま
で
当
時
の
鬱
蒼
と

し
た
森
林
を
偲
ば
せ
る
通
直
な
ケ
ヤ
キ
が

残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
地
域
は
中
山
道
の
脇
街
道
（
信
州

街
道
）
と
し
て
、
信
州
と
商
品
の
流
通
が

あ
り
、
伐
木
・
造
材
な
ど
の
職
人
も
、
木

曽
や
岐
阜
県
の
飛
騨
方
面
か
ら
呼
び
寄
せ

て
い
ま
し
た
。

　
　
図
の
伐
木
の
方
法
は
、「
三
ツ
紐

　
　
　
伐
り
」
で
す
（
図
１
）。
木
の
幹

に
三
方
向
か
ら
斧
を
入
れ
、
三
箇
所
に
弦

（
つ
る
）
を
残
し
た
上
で
、
最
後
に
そ
の

う
ち
の
一
つ
を
断
ち
（
追
弦
）、
伐
倒
す

る
方
法
で
す
。
図
１
の
左
側
で
は
、
伐
倒

す
る
前
に
斧
で
掘
っ
た
穴
に
火
を
入
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
を
「
焼
伐
法
」
と
い
い

ま
す
。
加
熱
す
る
こ
と
に
よ
り
、
弦
の
部

分
の
強
度
を
低
下
さ
せ
、
木
が
割
れ
る
の

を
防
い
で
い
る
も
の
と
筆
者
は
解
釈
し
て

い
ま
す
。現
在
、家
の
柱
や
梁
に
は
、ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
、
マ
ツ
な
ど
の
針
葉
樹
が
利
用
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
状
況
で
す
が
、
江
戸
時

代
に
は
、
ケ
ヤ
キ
が
、
梁
、
柱
、
床
板
、

土
台
な
ど
、
幅
広
い
用
途
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
　
中
で
丸
太
を
角
材
に
す
る
過
程
も

　
　
　
描
か
れ
て
い
ま
す
（
図
２
）。
丸

太
の
曲
が
り
を
見
極
め
て
中
心
線
を
決
め

た
後
、
墨
掛
を
し
て
、
ノ
コ
ギ
リ
で
は
な

く
、
刃
広
斧
で
丸
太
の
両
側
を
削
り
平
坦

（
角
取
り
）に
し
ま
す
。角
材
に
し
た
後
は
、

所
有
者
を
示
す
刻
印
を
彫
り
込
み
ま
す
。

角
材
の
先
が
台
形
に
な
っ
て
い
る
の
は
、

頭
巾
と
い
い
、
河
川
で
の
輸
送
中
の
損
傷

を
防
ぐ
た
め
の
も
の
で
す
。

当
時
、
大
き
く
て
重
い
木
材
を
運
ぶ
に

は
大
変
な
労
働
力
が
必
要
で
し
た
。
こ
の

た
め
、
山
の
斜
面
に
「
桟
手
」
と
い
う
装

置
を
架
設
し
、
底
に
は
板
や
枝
な
ど
を
敷

き
、
両
側
に
防
材
を
設
け
、
木
材
を
滑
ら

せ
て
運
搬
し
ま
し
た
（
図
３
）。
設
置
す

る
勾
配
に
よ
り
、
構
造
が
異
な
り
、
図
３

の
右
側
が
普
通
に
見
ら
れ
る
野
良
桟
手
、

左
側
が
緩
傾
斜
面
に
設
置
さ
れ
る
丹
波
桟

手
で
す
。
木
材
の
速
度
を
落
と
す
の
に
路

面
に
砂
を
敷
き
、
速
度
を
上
げ
る
の
に
水

図４　河川運材の情景 図３　山中での運材の情景

を
か
け
る
な
ど
の
工
夫
も
し
て
い
ま
し
た
。

当
時
、
木
材
を
河
川
に
流
し
て
運
び
ま

し
た
（
図
４
）
が
、
水
量
が
不
足
し
て
い

た
場
合
は
、
木
材
で
堰
を
つ
く
り
水
面
を

上
昇
さ
せ
て
運
び
ま
し
た
。
ま
た
、
一
時

的
に
水
門
を
開
き
、
多
量
の
木
材
を
流
す

方
法
も
あ
り
ま
し
た
。
水
中
に
貯
木
す
る

こ
と
に
よ
り
、
木
材
の
乾
燥
に
よ
る
割
れ

を
防
ぐ
こ
と
も
期
待
で
き
ま
し
た
。

　
　
川
を
運
搬
さ
れ
た
木
材
は
、
烏
川

　
　
　
か
ら
利
根
川
に
合
流
し
た
五
料
河

岸
付
近
で
筏
に
組
ま
れ
、
江
戸
猿
江
御
材

木
蔵
（
現
在
は
東
京
都
江
東
区　
猿
江
恩

賜
公
園
）
に
運
ば
れ
ま
し
た
。
江
戸
ま
で

の
所
要
日
数
は
５
日
程
度
で
、
1
9
2
6

年
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
図
は
、
群
馬
県
の
林
業
の
歴
史
を

　
　
　
紐
解
く
上
で
貴
重
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
そ
の
存
在
を
知
る
人
が
少
な
い

状
況
で
し
た
。
林
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た

こ
と
が
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
、
森
林
・
林
業

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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写真1　知床で見られる野生動植物

写真2　流氷と夕日

図１　知床世界自然遺産区域と森林生態系保護地域

SERIES. 国有林野事業の取組

知床における国立公園と
国有林との連携について

北海道森林管理局 知床森林生態系保全センター

◆ 

は
じ
め
に

　
北
海
道
の
知
床
地
域
は
北
海
道
東
部
の

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
と
根
室
海
峡
に
面
し
、
北

半
球
で
最
も
低
緯
度
で
流
氷
を
観
察
で
き

る
地
域
で
す
（
写
真
2
）
。
海
と
陸
の
結

び
つ
き
が
顕
著
で
特
異
な
生
態
系
を
有
す

る
こ
と
、
南
方
系
と
北
方
系
の
生
物
が
混

在
し
、
多
く
の
国
際
的
希
少
種
が
生
息
す

る
生
物
多
様
性
が
評
価
さ
れ
、
平
成
17
年

に
日
本
で
３
番
目
の
世
界
自
然
遺
産
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。
遺
産
区
域
の
陸
域
の
う

ち
94
％
は
国
有
林
野
で
あ
り
、
林
野
庁
で

は
平
成
２
年
か
ら
当
該
区
域
を
森
林
生
態

系
保
護
地
域
に
設
定
し
て
厳
格
な
保
護
・

管
理
を
行
っ
て
き
ま
し
た
（
図
１
）
。

 

こ
の
よ
う
な
中
、
令
和
２
年
10
月
に
農

林
水
産
省
と
環
境
省
は
「
コ
ロ
ナ
後
の
経

済
社
会
の
再
設
計
（
R
e
d
e
s
i
g
n
）

に
向
け
た
『
農
林
水
産
省
×
環
境
省
』
の

連
携
強
化
に
関
す
る
合
意
」
を
行
い
、
そ

の
中
で
「
国
立
公
園
と
国
有
林
が
重
な
る

地
域
に
お
け
る
優
れ
た
自
然
の
保
護
と
利

用
の
両
立
を
目
指
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
連

携
を
基
礎
に
し
て
、
重
点
事
業
や
地
域
を

特
定
し
取
組
を
推
進
す
る
」
こ
と
と
し
ま

し
た
。
そ
の
重
点
地
域
と
さ
れ
て
い
る
知

床
に
お
け
る
、
現
場
レ
ベ
ル
で
の
様
々
な

連
携
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

◆ 

外
来
種
の
駆
除

　
知
床
で
は
外
来
種
の
侵
入
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
分
布
拡
大
を
防
ぐ
駆
除

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
環
境
省
と

の
合
意
に
よ
り
、
知
床
に
侵
入
し
て
い
る

外
来
種
の
情
報
共
有
の
ほ
か
、
合
同
で
の

駆
除
が
実
施
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
開
け
た
環
境
を
好
む
ア
メ
リ
カ

オ
ニ
ア
ザ
ミ
は
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
も
個
体
数

が
多
い
た
め
、
環
境
省
を
含
む
関
係
機
関
と

合
同
で
駆
除
を
実
施
し
、
作
業
を
通
じ
て
知

床
に
侵
入
し
て
い
る
外
来
種
の
情
報
や
そ

の
除
去
方
法
に
つ
い
て
、
訪
問
さ
れ
る
方
に

普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
（
写
真
3
）
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
度
か
ら
の
新
た
な
取

組
と
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
ガ
ラ
シ
（
ク
レ
ソ

ン
）
の
駆
除
も
環
境
省
・
羅
臼
町
と
合
同

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
熊
越
の

滝
周
辺
で
7
月
と
8
月
に
実
施
し
ま
し

た
。
駆
除
し
た
箇
所
に
本
来
生
息
し
て
い

た
在
来
種
が
定
着
す
る
よ
う
に
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◆ 

登
山
道
の
維
持
管
理

　
知
床
半
島
中
央
部
に
は
日
本
百
名
山
に
も

選
ば
れ
て
い
る
羅
臼
岳
（
1
6
6
1
ｍ
）
を

始
め
と
す
る
知
床
連
山
が
あ
り
、
年
間
５
千

人
以
上
が
登
山
し
て
い
ま
す
（
写
真
4
）
。

　
連
山
の
中
で
も
、
硫
黄
山
は
噴
火
の
際
に

大
量
の
溶
融
硫
黄
を
噴
出
す
る
活
火
山
と

し
て
世
界
的
に
知
ら
れ
、
山
麓
に
は
強
酸
性

の
温
泉
が
流
れ
る
カ
ム
イ
ワ
ッ
カ
湯
の
滝

が
あ
り
ま
す
（
写
真
5
）
。
こ
れ
ら
羅
臼
岳

と
硫
黄
山
に
か
け
て
は
３
本
の
登
山
道
が

あ
り
、
林
野
庁
と
環
境
省
が
合
同
で
維
持

管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
羅
臼
岳
で
は
令
和

３
年
度
か
ら
「
近
自
然
工
法
」
に
よ
り
登
山

道
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
写
真
6
）
。

　
従
来
の
登
山
道
整
備
で
は
製
材
や
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
土
嚢
等
の
人
工
的
な
資
材
を
使

用
し
た
箇
所
も
あ
り
、
景
観
上
好
ま
し
く

な
い
等
の
欠
点
が
あ
り
ま
し
た
。
近
自
然

工
法
に
よ
り
、
現
地
に
あ
る
木
や
石
な
ど
の

資
材
を
用
い
て
、
景
観
を
損
な
わ
ず
に
自

然
に
近
い
構
造
で
登
山
道
を
修
復
す
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
知
床
で
は
今
後
、
こ
の

工
法
に
よ
る
整
備
を
広
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆ 

看
板
・
標
識
等
の
整
備

　

知
床
に
は
看
板
、
標
識
等
が
散
在
し

て
お
り
、
経
年
劣
化
に
よ
り
付
け
替
え

が
必
要
な
も
の
や
、
同
じ
箇
所
に
林
野

庁
・
環
境
省
双
方
の
標
識
が
設
置
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
既
存
の
看

板
、
標
識
の
集
約
化
や
共
同
で
の
整
備

も
念
頭
に
、
環
境
省
と
合
同
で
看
板
、
標

識
等
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
今

後
は
観
光
客
の
方
々
の
利
便
性
の
高
い

情
報
発
信
に
向
け
て
、
看
板
、
標
識
等
の

デ
ザ
イ
ン
の
統
一
や
多
言
語
化
対
応
な

ど
、
連
携
し
て
効
率
的
な
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
（
写
真
7
）
。

◆ 

お
わ
り
に

　
国
立
公
園
と
国
有
林
の
連
携
に
つ
い
て

は
自
然
環
境
の
保
護
と
利
用
の
両
立
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も
環
境
省
の
み
な
ら

ず
地
方
自
治
体
、
N
G
O
な
ど
他
の
機
関

と
も
連
携
し
て
よ
り
一
層
の
取
組
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

管内概要　知床森林生態系保全センター

知床世界自然遺産区域
71千ha

（陸域のみ）48,7千ha

森林生態系保護地域（保護林）
45,989ha

関係町
斜里町、羅臼町

　知床自然遺産区域（陸域）の94%を占める
国有林野を知床森林生態系保護地域とし、
エゾシカの捕獲、植生の採食圧やサケ類の
遡上数等の生態系調査のほか、関係機関と
ともに登山客等に向けたヒグマ出没情報の
発信や世界遺産地域の適正利用に向けた
歩道整備や普及啓発などを行っています。

凡　　　例

知床世界自然遺産区域

森林生態系保護地域
（保存地区）

森林生態系保護地域
（保全利用地区）

上記以外の国有林野

管内概要　知床森林生態系保全センター
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写真3　アメリカオニアザミの合同駆除

写真4　知床五湖から望む知床連山

写真5　カムイワッカ湯の滝（１の滝）

写真6　近自然工法による施工箇所

写真7　登山口看板の点検

知床における国立公園と国有林との連携についてSE RIES. 国有林野事業の取組

◆ 

は
じ
め
に

　
北
海
道
の
知
床
地
域
は
北
海
道
東
部
の

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
と
根
室
海
峡
に
面
し
、
北

半
球
で
最
も
低
緯
度
で
流
氷
を
観
察
で
き

る
地
域
で
す
（
写
真
2
）
。
海
と
陸
の
結

び
つ
き
が
顕
著
で
特
異
な
生
態
系
を
有
す

る
こ
と
、
南
方
系
と
北
方
系
の
生
物
が
混

在
し
、
多
く
の
国
際
的
希
少
種
が
生
息
す

る
生
物
多
様
性
が
評
価
さ
れ
、
平
成
17
年

に
日
本
で
３
番
目
の
世
界
自
然
遺
産
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。
遺
産
区
域
の
陸
域
の
う

ち
94
％
は
国
有
林
野
で
あ
り
、
林
野
庁
で

は
平
成
２
年
か
ら
当
該
区
域
を
森
林
生
態

系
保
護
地
域
に
設
定
し
て
厳
格
な
保
護
・

管
理
を
行
っ
て
き
ま
し
た
（
図
１
）
。

 

こ
の
よ
う
な
中
、
令
和
２
年
10
月
に
農

林
水
産
省
と
環
境
省
は
「
コ
ロ
ナ
後
の
経

済
社
会
の
再
設
計
（
R
e
d
e
s
i
g
n
）

に
向
け
た
『
農
林
水
産
省
×
環
境
省
』
の

連
携
強
化
に
関
す
る
合
意
」
を
行
い
、
そ

の
中
で
「
国
立
公
園
と
国
有
林
が
重
な
る

地
域
に
お
け
る
優
れ
た
自
然
の
保
護
と
利

用
の
両
立
を
目
指
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
連

携
を
基
礎
に
し
て
、
重
点
事
業
や
地
域
を

特
定
し
取
組
を
推
進
す
る
」
こ
と
と
し
ま

し
た
。
そ
の
重
点
地
域
と
さ
れ
て
い
る
知

床
に
お
け
る
、
現
場
レ
ベ
ル
で
の
様
々
な

連
携
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

◆ 

外
来
種
の
駆
除

　
知
床
で
は
外
来
種
の
侵
入
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
分
布
拡
大
を
防
ぐ
駆
除

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
環
境
省
と

の
合
意
に
よ
り
、
知
床
に
侵
入
し
て
い
る

外
来
種
の
情
報
共
有
の
ほ
か
、
合
同
で
の

駆
除
が
実
施
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
開
け
た
環
境
を
好
む
ア
メ
リ
カ

オ
ニ
ア
ザ
ミ
は
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
も
個
体
数

が
多
い
た
め
、
環
境
省
を
含
む
関
係
機
関
と

合
同
で
駆
除
を
実
施
し
、
作
業
を
通
じ
て
知

床
に
侵
入
し
て
い
る
外
来
種
の
情
報
や
そ

の
除
去
方
法
に
つ
い
て
、
訪
問
さ
れ
る
方
に

普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
（
写
真
3
）
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
度
か
ら
の
新
た
な
取

組
と
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
ガ
ラ
シ
（
ク
レ
ソ

ン
）
の
駆
除
も
環
境
省
・
羅
臼
町
と
合
同

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
熊
越
の

滝
周
辺
で
7
月
と
8
月
に
実
施
し
ま
し

た
。
駆
除
し
た
箇
所
に
本
来
生
息
し
て
い

た
在
来
種
が
定
着
す
る
よ
う
に
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◆ 
登
山
道
の
維
持
管
理

　
知
床
半
島
中
央
部
に
は
日
本
百
名
山
に
も

選
ば
れ
て
い
る
羅
臼
岳
（
1
6
6
1
ｍ
）
を

始
め
と
す
る
知
床
連
山
が
あ
り
、
年
間
５
千

人
以
上
が
登
山
し
て
い
ま
す
（
写
真
4
）
。

　
連
山
の
中
で
も
、
硫
黄
山
は
噴
火
の
際
に

大
量
の
溶
融
硫
黄
を
噴
出
す
る
活
火
山
と

し
て
世
界
的
に
知
ら
れ
、
山
麓
に
は
強
酸
性

の
温
泉
が
流
れ
る
カ
ム
イ
ワ
ッ
カ
湯
の
滝

が
あ
り
ま
す
（
写
真
5
）
。
こ
れ
ら
羅
臼
岳

と
硫
黄
山
に
か
け
て
は
３
本
の
登
山
道
が

あ
り
、
林
野
庁
と
環
境
省
が
合
同
で
維
持

管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
羅
臼
岳
で
は
令
和

３
年
度
か
ら
「
近
自
然
工
法
」
に
よ
り
登
山

道
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
写
真
6
）
。

　
従
来
の
登
山
道
整
備
で
は
製
材
や
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
土
嚢
等
の
人
工
的
な
資
材
を
使

用
し
た
箇
所
も
あ
り
、
景
観
上
好
ま
し
く

な
い
等
の
欠
点
が
あ
り
ま
し
た
。
近
自
然

工
法
に
よ
り
、
現
地
に
あ
る
木
や
石
な
ど
の

資
材
を
用
い
て
、
景
観
を
損
な
わ
ず
に
自

然
に
近
い
構
造
で
登
山
道
を
修
復
す
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
知
床
で
は
今
後
、
こ
の

工
法
に
よ
る
整
備
を
広
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆ 

看
板
・
標
識
等
の
整
備

　

知
床
に
は
看
板
、
標
識
等
が
散
在
し

て
お
り
、
経
年
劣
化
に
よ
り
付
け
替
え

が
必
要
な
も
の
や
、
同
じ
箇
所
に
林
野

庁
・
環
境
省
双
方
の
標
識
が
設
置
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
既
存
の
看

板
、
標
識
の
集
約
化
や
共
同
で
の
整
備

も
念
頭
に
、
環
境
省
と
合
同
で
看
板
、
標

識
等
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
今

後
は
観
光
客
の
方
々
の
利
便
性
の
高
い

情
報
発
信
に
向
け
て
、
看
板
、
標
識
等
の

デ
ザ
イ
ン
の
統
一
や
多
言
語
化
対
応
な

ど
、
連
携
し
て
効
率
的
な
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
（
写
真
7
）
。

◆ 

お
わ
り
に

　
国
立
公
園
と
国
有
林
の
連
携
に
つ
い
て

は
自
然
環
境
の
保
護
と
利
用
の
両
立
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も
環
境
省
の
み
な
ら

ず
地
方
自
治
体
、
N
G
O
な
ど
他
の
機
関

と
も
連
携
し
て
よ
り
一
層
の
取
組
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

い 

お 

う  
ざ
ん

ら    

う
す
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おことばを述べられる秋篠宮皇嗣殿下（写真提供：大分県） お手入れをされる秋篠宮皇嗣殿下（写真提供：大分県）

表彰を行う野中農林水産副大臣 緑の少年団へお声がけされる秋篠宮皇嗣同妃両殿下

　11月12日（土）から13日（日）にかけて、秋篠宮皇嗣同妃両殿下のご臨席のもと、「豊かなおおいた 森林を育み 木
と暮らし」をテーマに、第45回全国育樹祭が大分県豊後大野市「大分県県民の森 平成森林公園」及び大分市「昭和
電工武道スポーツセンター」で開催されました。
　12日のお手入れ行事では、平成12年に開催された第51回全国植樹祭で天皇皇后両陛下がお手植えされたアカガシ
とカツラに、両殿下がお手入れをされました。
　13日の式典行事では、皇嗣殿下のおことばに続き、全国での育樹活動や大分県の森林の育成に功績のあった方々
への表彰と、野中厚農林水産副大臣の立会いによる全国緑の少年団表彰の受賞団への「緑の贈呈」が行われまし
た。式典の後半では、メインテーマアトラクションとして、昭和52年第１回全国育樹祭の開催地である大分県で、森林
を守り育てることの大切さと森林と人との関わりについて未来を担う子ども達と考える「始まりの地から、未来へ」を
テーマに、トークショー、歌唱、演舞の披露が行われました。最後に国土緑化推進機構の濱田純一理事長による「大
会宣言」等が行われ、式典は幕を閉じました。
　次回、第46回全国育樹祭は「誰かじゃない 僕が育てる 緑と日本」を大会テーマに、令和５年秋に茨城県で開催さ
れる予定です。

全国育樹祭とは
　健全で活力ある森林を育て、次の世代に引き継ぐことの大切さを伝えるため、昭和52年から毎年秋に開催されて
いる国民的な緑の祭典です。全国植樹祭で天皇皇后両陛下がお手植えされた樹木を皇嗣殿下がお手入れされる育樹
運動のシンボル的行事と、皇嗣殿下によるおことばや各種表彰等の式典行事のほか、参加者による育樹活動等の行
事が行われています。
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来
場
者
の
中
に
は
若
い
方
や
小
さ
な
お

子
さ
ん
も
お
り
、
大
き
な
機
械
を
見
て
皆

さ
ん
と
て
も
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し

た
。
私
は
「
緑
の
雇
用
」
の
ポ
ス
タ
ー

撮
影
で
着
用
し
た
チ
ェ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ア
を

着
用
し
て
い
た
の
で
す
が
、
女
性
が
こ
の

ウ
ェ
ア
を
着
て
い
る
の
は
珍
し
い
た
め

か
、
多
く
の
方
に
お
声
掛
け
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
着
心
地
な
ど
を
尋
ね
ら
れ
た
り

し
ま
し
た
。

そ
ん
な
皆
様
の
前
で
、
今
回
も
い
く
つ

か
の
機
械
の
操
縦
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
！
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
フ
ォ

ワ
ー
ダ
の
遠
隔
操
作
で
す
。
離
れ
た
場
所

か
ら
ラ
ジ
コ
ン
の
よ
う
に
操
作
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
お
り
、
女
性
で
も
簡
単
に
操

作
で
き
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
セ
ン
サ
ー
で

機
械
の
周
囲
５
m
以
内
に
人
が
居
る
と
自

動
停
止
す
る
な
ど
安
全
性
に
も
大
変
配
慮

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
機
械
操
縦
の
V
R
体
験
シ
ュ
ミ

レ
ー
タ
ー
に
も
感
動
し
ま
し
た
！
ア
ー
ム

を
操
作
し
木
を
つ
か
ん
で
伐
採
し
、
枝
を

落
と
し
て
丸
太
に
す
る
ま
で
の
一
貫
し
た

複
雑
な
操
作
を
、
実
機
に
近
い
形
で
疑
似

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
体
験

を
通
し
て
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
共
有

し
、
新
規
就
労
者
の
経
験
不
足
を
補
う
と

い
う
現
代
な
ら
で
は
の
思
考
が
と
て
も
面

白
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
林
業
に
関
わ
る

機
械
が
ど
ん
ど
ん
進
化
し
て
新
し
い
も
の

が
生
ま
れ
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

　
　
大
分
県
で
の
第
45
回
全
国
育
樹
祭

　
大
分
県
に
て
行
わ
れ
た
第
45
回
全
国
育

樹
祭
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

昭
和
52
年
に
別
府
市
で
第
１
回
「
全
国

育
樹
祭
」
が
開
か
れ
て
以
来
、
大
分
県
で

は
45
年
ぶ
り
２
回
目
の
開
催
と
な
り
ま

す
。
式
典
に
は
、
秋
篠
宮
ご
夫
妻
を
は
じ

め
、
全
国
の
林
業
関
係
者
な
ど
お
よ
そ
４

千
人
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

メ
イ
ン
テ
ー
マ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は

緑
豊
か
な
森
を
受
け
継
ぐ
大
切
さ
を
、
映

像
や
歌
を
交
え
な
が
ら
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。
植
樹
祭
会
場
に
設
け
ら
れ
た
お
も
て

な
し
広
場
で
は
、
木
を
活
用
し
た
生
活
用

品
や
、地
元
の
新
鮮
な
食
材
な
ど
が
並
び
、

多
く
の
方
々
で
盛
り
上
が
っ
て
お
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
感
じ
た
雰
囲
気
は
「
楽
し
い
」

の
一
言
に
尽
き
る
感
覚
で
し
た
。

こ
の
育
樹
祭
は
、
子
供
た
ち
に
大
分
の

魅
力
あ
る
森
林
・
林
業
に
興
味
・
関
心
を

持
っ
て
も
ら
い
、
こ
れ
か
ら
を
担
い
支
え

ミス日本みどりの女神

成田　愛純
なりた　　　 あすみ

みどりの
女神が行く！

る
人
材
を
育
成
し
、
木
を
伐
っ
て
使
い
、

植
え
て
育
て
る
森
林
づ
く
り
の
環
を
、
県

民
総
参
加
で
広
げ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。多
く
の
人
に
森
林
や
林
業
を「
楽

し
い
」
と
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
自
分

か
ら
関
わ
り
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
な
り
、
森
林
の
未
来
に
繋
が
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　
　
第
45
回
森
林
・
林
業
・
環
境
機
械
展

　
　
示
実
演
会

全
国
育
樹
祭
と
併
せ
て
開
催
さ
れ
た
第

45
回
森
林
・
林
業
・
環
境
機
械
展
示
実
演

会
に
も
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
の
会
場
は
B
E
C
A
M
P
別
府
志

高
湖
及
び
周
辺
森
林
で
す
。
森
林
の
中
に

大
き
な
機
械
が
た
く
さ
ん
展
示
さ
れ
て
い

る
光
景
は
不
思
議
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
展
示
会
を
実
際

に
伐
採
可
能
な
森
林
で
行
う
の
は
珍
し
い

そ
う
で
す
。

▲ VRシュミレーターを体験！

▲ 迫力ある林業機械と
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　木材利用推進中央協議会が主催する令和四年度木材利用優良
施設等コンクールの受賞施設等が決定しました。今回から、新た
に文部科学大臣賞が創設されるとともに、国産材利用の拡大に資
する取組を行った事業者を顕彰する国産材利用推進部門が新設
されました。
　10月31日に木材会館（東京都江東区新木場）において、各施設
の建築主、設計者、施工者等が集い、盛大に表彰式が行われまし
た。受賞施設等を紹介します。

ザ ロイヤルパーク キャンバス
札幌大通公園（北海道札幌市）
木造とした9～11階と、外装のルーバー等に
北海道産材をふんだんに用いた高層ハイブリ
ッド木造建築

テクノウッドワークス株式会社
（栃木県鹿沼市）
令和3年度に約5万㎥の国産材を利用するとともに、過去5年間
で23万8,091㎥の国産材を利用。プレカット工場の立場から地
場木材関連企業の発展に貢献。

大東建託株式会社
（東京都港区）
令和3年度に約1万7千㎥の国産材を利用。自社の「環境経営戦
略」に基づき、持続可能なサプライチェーンの構築、合法性が確
認された木材・森林資源の活用等を推進。

OYAKI FARM BY IROHADO
（長野県長野市）

「大地の記憶とその土地に還る。」をテーマ
に県産材を構造・下地・外装・内装に使用した
工場併設店舗

京丹波町役場 新庁舎
（京都府京丹波町）

地域の業界団体等関係者の連携体制の構築
や、大径材を活用した柱の開発等により、町
産材率96％を実現した庁舎

流山市立おおぐろの森中学校
（千葉県流山市）

利根川上流域や姉妹都市の材など、地域に縁
のある木材を活用したデザイン性の高い校舎
をRC造と同等のコストで実現した純木造校舎

大豊町立大豊学園
（高知県大豊町）

既存の森林整備と木材供給の地域連携体制
を活かし、構造材から造作材、家具、CLTま
で、地元木材を活用した木造軸組構法の校舎

CLTが構造材、型枠、天井仕上げを兼
ねる構法等の開発により実現した12
階建て高層木造ハイブリッド建築

HULIC &New 
GINZA 8
（東京都中央区）

Port Plus
大林組横浜研修所
（神奈川県横浜市）
木造耐火構造や、柱と梁が一体となっ
たユニットの開発等の自社技術で実現
した、11階建て純木造の高層建築物

清水建設北陸支店新社屋
（石川県金沢市）

能登ヒバを用い開発した、ロングスパンで使
える耐火木鋼梁を仕上材としてみせる美しく
木の香り漂う開放感あふれたオフィス

＜優良施設部門＞

＜国産材利用推進部門＞
農林水産
大臣賞

林野庁
長官賞

木材利用優良施設等
コンクールの受賞施設等が決定！

内閣総理
大臣賞

農林水産
大臣賞

文部科学
大臣賞

国土交通
大臣賞

環境
大臣賞

林野庁
長官賞

林野庁
長官賞

林野庁
長官賞
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